
２
０
１
６
年
に
パ
ー
ト
な
ど

短
時
間
の
非
正
規
雇
用
で

働
く
人
た
ち
も
入
れ
る
よ

う
、
対
象
を
拡
大
し
た
。
現

在
は
従
業
員
５
０
１
人
以
上

の
企
業
で
週
２
０
時
間
以
上

働
く
こ
と
な
ど
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
非
正
規
で
働
く
人
の

低
年
金
・
無
年
金
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
政
府
は
将
来

受
け
取
る
年
金
を
手
厚
く
す

る
た
め
に
企
業
規
模
要
件
を

段
階
的
に
撤
廃
す
る
方
向
で

検
討
を
始
め
て
い
る
。

　

報
告
書
は
企
業
規
模
の
要

件
に
つ
い
て
「
本
来
的
な
制

度
の
在
り
方
と
し
て
は
企

加
入
対
象
拡
大
、
法
改
正
へ

有
識
者
懇
が
報
告
書

厚
生
年
金
、
企
業
要
件
撤
廃
を

阻
む
倒
木
、
作
業
員
疲
労
濃
く

千
葉
、
停
電
復
旧
は
難
航

（
厚
労
相
の
諮
問
機
関
）
の

年
金
部
会
で
具
体
的
な
制
度

改
正
内
容
の
議
論
が
本
格
化

す
る
。
政
府
は
来
年
の
通
常

国
会
に
関
連
法
改
正
案
を
提

出
す
る
方
針
。

　

企
業
で
フ
ル
タ
イ
ム
と

し
て
働
く
人
は
規
模
に
か

か
わ
ら
ず
、
厚
生
年
金
の

加
入
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
【
共
同
】
厚
生
年
金
の
加

入
対
象
拡
大
に
向
け
課
題
を

整
理
し
て
い
る
厚
生
労
働
省

の
有
識
者
懇
談
会
は
２
０

日
、
現
在
「
従
業
員
５
０
１

人
以
上
」
と
な
っ
て
い
る
企

業
規
模
要
件
の
撤
廃
を
柱
と

し
た
報
告
書
を
取
り
ま
と
め

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
近
く

開
か
れ
る
社
会
保
障
審
議
会

て
い
る
。
だ
が
、
巨
木
を
取

り
除
く
作
業
は
難
航
し
、
作

業
員
の
疲
労
の
色
は
濃
い
。

２
０
日
、
八
街
市
で
の
作
業

に
記
者
が
立
ち
会
っ
た
。

　

千
葉
県
の
東
西
を
結
ぶ

「
御
成
街
道
」。
徳
川
家
康
が

タ
カ
狩
り
の
た
め
に
つ
く
っ

た
と
さ
れ
る
道
の
両
側
に
は

高
さ
２
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

杉
が
並
ん
で
い
た
が
、
猛
烈

な
風
で
何
本
も
折
れ
、
う
ち

４
本
が
道
を
挟
ん
で
反
対
側

の
電
線
に
も
た
れ
か
か
っ

た
。
作
業
員
に
よ
る
と
、
手

入
れ
が
行
き
届
か
ず
幹
や
根

元
が
弱
っ
た
杉
が
大
量
に
倒

れ
た
と
い
う
。

　
「
こ
っ
ち
に
バ
タ
ン
と
落

と
す
し
か
な
い
な
」「
切
っ

た
や
つ
は
山
に
返
そ
う
」。

汗
ば
む
陽
気
と
な
っ
た
２
０

日
午
前
１
０
時
、
東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
や
応
援
に

来
た
関
電
工
の
作
業
員
、
自

衛
隊
員
ら
計
約
３
０
人
が
作

業
を
始
め
た
。

自
動
運
転
、
来
年
に
も
実
現

渋
滞
の
高
速
道
、
事
故
減
期
待

貿
易
協
定
で
米
に
大
幅
譲
歩

　
【
共
同
】
来
週
の
署
名
を
目
指
す
日
米
貿
易
協
定
で
、
焦
点
と
な
っ
て
い
た
米
国
向
け
の
自
動
車
部
品
の
関
税
が

撤
廃
さ
れ
な
い
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
が
２
０
日
、
分
か
っ
た
。
日
本
車
へ
の
関
税
維
持
を
含
め
、
米
自
動
車
業

界
に
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
配
慮
し
た
形
だ
。
た
だ
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
比
べ
て
大
幅
に
譲
歩
し
た
こ
と
に
批
判
も
出
そ
う
だ
。
米
国
が
現
在
、
日
本
産
の
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
に
課
し
て
い

る
追
加
関
税
も
維
持
す
る
見
込
み
だ
。

車
部
品
関
税
、
撤
廃
見
送
り
へ

鉄
鋼
ア
ル
ミ
も
維
持

だ
」
と
し
て
１
１
日
付
で
Ｗ

Ｔ
Ｏ
に
提
訴
し
た
。
２
国
間

協
議
で
解
決
に
至
ら
な
け
れ

ば
、
通
商
問
題
専
門
家
（
原

則
３
人
）
で
構
成
さ
れ
る
紛

争
処
理
小
委
員
会（
パ
ネ
ル
）

の
設
置
を
韓
国
が
要
求
す
る

こ
と
に
な
り
、
第
三
者
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

一
審
に
当
た
る
パ
ネ
ル
は

設
置
さ
れ
て
か
ら
原
則
と
し

て
約
６
カ
月
で
判
決
に
当
た

る
報
告
書
を
提
出
す
る
。
内

容
に
不
服
が
あ
れ
ば
、
上
級

委
員
会
に
上
訴
で
き「
二
審
」

の
上
級
委
の
報
告
が
最
終
決

定
と
な
る
。

　

た
だ
最
終
決
定
が
出
る
ま

で
に
は
１
年
以
上
か
か
る
と

　
【
共
同
】
政
府
は
２
０
日
、

一
定
の
条
件
下
で
ド
ラ
イ

バ
ー
に
代
わ
っ
て
シ
ス
テ
ム

が
走
行
を
担
う
「
レ
ベ
ル

３
」
の
自
動
運
転
を
可
能
と

す
る
、
改
正
道
交
法
の
違
反

行
為
や
罰
則
を
規
定
し
た
施

行
令
を
閣
議
決
定
し
た
。
来

　

用
意
し
た
の
は
、
高
所
作

業
車
２
台
と
重
さ
１
０
ト
ン

ま
で
持
ち
上
げ
ら
れ
る
特
殊

ク
レ
ー
ン
車
１
台
。
高
所
作

業
車
に
乗
っ
た
作
業
員
が
直

径
５
０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
幹
を

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
断
し
、

ク
レ
ー
ン
車
で
慎
重
に
林
の

中
へ
運
ぶ
。

　
「
現
場
に
よ
っ
て
必
要
な

重
機
も
違
う
の
で
、
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
」
と
話
す
の

は
、
東
電
の
工
事
監
理
主
任

福
丸
和
嘉
さ
ん
（
３
７
）。

　

多
い
時
は
１
日
２
０
〜

３
０
件
の
作
業
が
あ
り
、
夜

通
し
続
く
こ
と
も
。
帰
宅
で

（１） ２０１９年第５３３２号  ９月 ２１日 （土曜日）

焼
け
焦
げ
た
サ
ウ
ジ
の
心
臓

異
臭
漂
う
攻
撃
現
場

　
【
共
同
】
菅
原
一
秀
経
済

産
業
相
は
２
０
日
の
閣
議
後

記
者
会
見
で
、
半
導
体
材
料

の
対
韓
輸
出
規
制
強
化
を

巡
っ
て
韓
国
が
世
界
貿
易
機

関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
日
本
を
提

訴
し
た
こ
と
に
関
し
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
紛
争
解
決
手
続
き
に
基

づ
き
韓
国
が
要
請
し
て
い
た

２
国
間
協
議
に
応
じ
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。
具
体
的

な
日
程
は
外
交
ル
ー
ト
を
通

じ
て
調
整
す
る
。
日
本
は
韓

国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
は
不
当
と

の
見
解
を
示
す
構
え
だ
。

　

菅
原
氏
は
会
見
で
、
韓
国

向
け
輸
出
管
理
の
厳
格
化
が

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
と
整
合
的
で

あ
る
と
い
う
日
本
の
立
場
は

変
わ
ら
な
い
。
し
っ
か
り
と

説
明
し
て
い
き
た
い
」
と
強

調
し
た
。

　

韓
国
は
、
日
本
の
輸
出
規

制
強
化
が
元
徴
用
工
問
題
に

関
連
し
て
「
政
治
的
な
動
機

で
行
わ
れ
た
差
別
的
な
措
置

　

攻
撃
後
、
報
道
機
関
が
現

場
に
入
る
の
は
初
め
て
。
サ

ウ
ジ
政
府
が
共
同
通
信
な
ど

一
部
外
国
メ
デ
ィ
ア
に
現
場

を
公
開
し
た
。
厳
し
い
警
戒

が
続
き
、
サ
ウ
ジ
当
局
か
ら

「
携
帯
電
話
の
使
用
は
不
可
」

「
無
許
可
撮
影
は
許
さ
な
い
」

と
指
示
が
飛
ん
だ
。
事
件
か

ら
２
１
日
で
１
週
間
。
砂
漠

の
プ
ラ
ン
ト
は
緊
張
に
包
ま

れ
て
い
た
。

　

上
空
の
機
内
か
ら
見
下
ろ

す
と
、
海
の
よ
う
に
広
が
る

赤
茶
色
の
砂
漠
に
ク
ラ
イ
ス

油
田
の
施
設
が
点
在
し
て
い

る
。
油
田
は
首
都
リ
ヤ
ド
の

東
方
に
位
置
し
、
さ
ら
に
東

方
に
あ
る
ア
ブ
カ
イ
ク
の
石

油
施
設
と
と
も
に
１
４
日
、

無
人
機
と
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の

攻
撃
を
受
け
た
。

　

高
さ
約
９
０
メ
ー
ト
ル
の

油
圧
調
整
の
塔
は
火
災
で
黒

く
染
ま
り
、
溶
け
た
パ
イ

プ
や
鉄
骨
が
見
え
る
。
ア
ラ

み
ら
れ
、
問
題
解
決
に
は
長

期
化
が
避
け
ら
れ
な
い
見
通

し
だ
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
で
韓
国
と
協
議
へ

政
府
、
紛
争
手
続
き
基
づ
き

　
【
共
同
】
ウ
ィ
ー
ン
、

ウ
ィ
ー
ン
。
電
線
に
も
た
れ

た
倒
木
を
切
る
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
音
が
林
の
中
に
響

く
。
台
風
１
５
号
で
被
災
し

た
千
葉
県
で
は
、
発
生
か
ら

１
０
日
余
り
が
た
っ
た
今
も

電
力
会
社
や
自
衛
隊
が
停
電

か
ら
の
復
旧
作
業
に
当
た
っ

　
【
ア
ブ
カ
イ
ク
共
同
＝
高

山
裕
康
】
石
油
プ
ラ
ン
ト
の

塔
は
黒
く
焼
け
、
油
が
焦
げ

た
よ
う
な
異
臭
が
漂
う
。
タ

ン
ク
に
は
攻
撃
に
よ
る
穴
が

開
い
て
い
た
。
１
４
日
に
攻

撃
を
受
け
た
石
油
大
国
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
「
心
臓
部
」、

東
部
ア
ブ
カ
イ
ク
の
石
油
施

設
と
ク
ラ
イ
ス
油
田
に
２
０

日
、
入
っ
た
。「
こ
の
施
設

は
ミ
サ
イ
ル
の
攻
撃
を
受
け

た
。今
非
常
ベ
ル
が
鳴
れ
ば
、

そ
れ
は
訓
練
で
は
な
い
」。

国
営
石
油
会
社
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ム
コ
の
幹
部
ら
は
厳
し
い
表

情
で
そ
う
語
っ
た
。

停電復旧を目指し、倒木の撤去作
業をする電力会社の作業員＝２０
日午前、千葉県八街市（共同）

年
５
月
ま
で
に
施
行
す
る
。

渋
滞
中
の
高
速
道
で
ハ
ン
ド

ル
か
ら
手
を
放
し
た
状
態

で
の
走
行
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
政
府
は
２
０
２
０
年
を

め
ど
に
実
用
化
を
目
指
し
て

い
る
。

　

事
故
減
少
や
渋
滞
解
消
が

記
者
会
見
す
る
菅
原
経
産
相
＝

２
０
日
午
前
、
経
産
省
（
共
同
）

睡
眠
中
、
記
憶

消
す
神
経
発
見

名
大
、
夢
の
忘
却
に
関
与
？

き
る
余
裕
は
な
く
、
近
く
の

会
社
事
務
所
で
雑
魚
寝
を
し

て
休
息
を
取
る
。「
正
直
、

あ
ま
り
眠
れ
て
い
な
く
て
。

疲
れ
て
ま
す
ね
」

　

台
風
が
襲
来
し
た
９
日
、

福
丸
さ
ん
は
警
戒
の
た
め
事

務
所
に
待
機
。
尋
常
で
は
な

い
暴
風
に
「
と
ん
で
も
な
い

事
態
に
な
る
」
と
直
感
し

た
。
だ
が
、
東
電
は
翌
１
０

日
、
県
内
の
復
旧
見
通
し

を
「
１
１
日
中
」
と
発
表
。

そ
の
後
、
ず
る
ず
る
と
先
延

ば
し
て
被
災
者
を
失
望
さ
せ

た
。

　
「
会
社
が
私
た
ち
の
思
い

や
考
え
を
、
す
く
い
上
げ
て

い
な
か
っ
た
。
現
場
の
声
を

き
ち
ん
と
聞
い
て
ほ
し
か
っ

た
」。
２
時
間
余
り
の
作
業

を
終
え
、
福
丸
さ
ん
は
次
の

現
場
へ
向
か
っ
た
。

撤
廃
だ
け
で
な
く
、
次
善
策

と
の
位
置
付
け
だ
っ
た
車
部

品
の
関
税
撤
廃
も
か
な
わ
な

か
っ
た
。
日
本
側
の
利
点
は

少
な
く
敗
北
色
が
濃
厚
だ
。

　

日
本
は
米
国
が
自
動
車
に

追
加
関
税
を
課
す
最
悪
の
事

態
を
警
戒
し
て
、
昨
年
９
月

に
米
国
と
の
関
税
交
渉
入
り

を
決
め
た
。
日
米
貿
易
協
定

の
締
結
で
日
本
へ
の
自
動
車

追
加
関
税
や
輸
出
数
量
規
制

は
発
動
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

る
が
、
米
側
の
譲
歩
は
コ
メ

分
野
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
、
最
低

限
の
内
容
に
と
ど
ま
る
。

　

日
本
が
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
他
国
と
積
極

的
に
結
ん
で
き
た
の
は
、
自

動
車
を
は
じ
め
と
す
る
工
業

製
品
分
野
で
関
税
撤
廃
を
勝

ち
取
る
た
め
だ
っ
た
。
自
動

車
や
関
連
部
品
を
対
象
か
ら

除
外
し
た
内
容
で
貿
易
協
定

を
結
ぶ
の
は
、
極
め
て
異
例

の
対
応
と
言
え
る
。

　

米
国
は
自
動
車
業
界
に

と
っ
て
主
要
な
輸
出
先
の
一

つ
だ
が
、
関
税
撤
廃
を
迫

と
い
う
部
分
に
集
ま
っ
て
い

る
「
Ｍ
Ｃ
Ｈ
神
経
」
の
中
に
、

レ
ム
睡
眠
中
に
活
発
に
働
く

も
の
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け

た
。
こ
の
神
経
を
人
為
的
に

活
性
化
さ
せ
る
と
、
記
憶
力

テ
ス
ト
の
成
績
が
低
下
。
逆

に
、
レ
ム
睡
眠
中
に
こ
の
神

経
の
働
き
を
抑
え
る
と
、
記

憶
力
が
向
上
し
た
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｈ
神
経
は
人
間
の
脳

に
も
あ
る
。
人
為
的
に
働
か

せ
る
手
段
が
分
か
れ
ば
、
災

害
や
事
件
な
ど
の
記
憶
が
何

度
も
よ
み
が
え
り
、
苦
痛
が

続
く
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
の
治
療

に
応
用
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
チ
ー
ム
は
み
て
い
る
。

ム
コ
幹
部
ア
ブ
ド
ル
カ
リ
ム

氏
は
、
攻
撃
当
時
に
は
約

２
０
０
人
の
従
業
員
が
お
り

半
数
が
避
難
し
、
死
傷
者
は

な
か
っ
た
と
語
っ
た
。

　

約
２
０
０
キ
ロ
離
れ
た
ア

ブ
カ
イ
ク
の
石
油
施
設
に
入

る
と
、
巨
大
な
タ
ン
ク
は

焼
け
焦
げ
、
一
部
に
は
大
き

な
穴
が
開
い
て
い
た
。
ア
ラ

ム
コ
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
は

１
０
カ
所
か
ら
火
の
手
が
上

が
り
、
鎮
火
ま
で
７
時
間
か

か
っ
た
と
い
う
。

　

ア
ラ
ム
コ
幹
部
は
、
攻
撃

を「
テ
ロ
リ
ス
ト
の
仕
業
だ
」

と
批
判
し
、
月
末
ま
で
に
攻

撃
前
の
レ
ベ
ル
へ
の
復
旧
を

急
ぐ
と
話
し
た
。

　

ク
ラ
イ
ス
油
田
と
ア
ブ
カ

イ
ク
へ
の
攻
撃
で
、
サ
ウ
ジ

政
府
は
同
国
の
日
量
生
産
能

力
の
半
分
、
約
５
７
０
万
バ

レ
ル
の
生
産
が
停
止
し
た
と

発
表
。
世
界
の
原
油
相
場
が

乱
高
下
し
、
イ
ラ
ン
の
関
与

を
疑
う
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

は
「
検
証
次
第
で
臨
戦
態
勢

だ
」
と
警
告
し
た
。
イ
ラ
ン

は
関
与
を
否
定
し
て
い
る
。

る
ま
た
と
な
い
機
会
を
逃

し
た
。
署
名
が
終
わ
れ
ば
、

１
０
月
の
臨
時
国
会
で
協
定

案
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
野
党
側
の
反
発
は
必

至
と
み
ら
れ
る
。

輸
出
す
る
牛
肉
は
現
在

３
８
・
５
％
の
関
税
が
か

か
っ
て
い
る
が
、
最
終
的
に

９
％
ま
で
下
げ
る
。
緊
急
輸

入
制
限
（
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
）

の
初
年
度
の
発
動
基
準
は
現

在
の
輸
入
量
よ
り
も
若
干
少

な
い
約
２
４
万
ト
ン
と
し
、

徐
々
に
設
定
量
を
拡
大
す
る

方
針
だ
。

日
米
交
渉
の
敗
北
色
濃
厚
に

車
部
品
関
税
撤
廃
見
送
り

　
【
共
同
・
解
説
】
日
米
貿

易
交
渉
で
政
府
は
米
国
へ
の

農
産
物
関
税
を
環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
水
準

ま
で
引
き
下
げ
る
見
返
り

に
、
工
業
製
品
を
攻
め
の
分

野
と
す
る
方
針
で
交
渉
に
臨

ん
だ
。
だ
が
自
動
車
の
関
税

り
、
自
動
車
だ
け
で
な
く
、

自
動
車
部
品
や
鉄
鋼
、
ア
ル

ミ
の
関
税
も
維
持
し
、
来
年

の
再
選
に
向
け
た
成
果
と
し

た
い
考
え
。

　

日
本
側
は
、
米
国
に
輸
出

す
る
鉄
鋼
製
品
は
他
国
産
で

代
替
で
き
な
い
も
の
が
多

く
、
関
税
が
維
持
さ
れ
て
も

買
い
手
が
あ
る
た
め
、
国
内

産
業
へ
の
影
響
は
限
定
的
と

み
て
容
認
す
る
構
え
。

　

た
だ
、
米
政
権
に
よ
る
鉄

鋼
と
ア
ル
ミ
の
追
加
関
税
は

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
ル
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る

と
の
見
方
が
強
く
、
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
中
国
は
提
訴

し
て
い
る
。
日
本
が
保
護
主

義
的
と
さ
れ
る
措
置
を
問
題

視
せ
ず
に
受
け
入
れ
れ
ば
、

国
際
的
な
批
判
も
あ
り
そ
う

だ
。

　

一
方
、
米
国
が
日
本
に

　

自
動
車
部
品
は
日
本
に

と
っ
て
完
成
車
に
次
い
で
米

国
へ
の
輸
出
が
多
い
主
力
品

目
だ
。
エ
ン
ジ
ン
や
ギ
ア
関

連
な
ど
多
く
が
２
・
５
％
の

関
税
を
課
さ
れ
て
い
る
。
米

国
が
離
脱
し
、
１
１
カ
国
で

協
定
を
ま
と
め
直
し
た
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
は
完
成
車
が
２
５
年
か

け
て
関
税
撤
廃
に
、
自
動
車

部
品
は
多
く
が
即
時
撤
廃
と

な
っ
た
。

　

今
回
新
た
に
結
ぶ
貿
易
協

定
で
は
、
日
本
の
化
学
品
な

ど
他
の
工
業
製
品
は
関
税

撤
廃
や
削
減
の
対
象
と
す
る

が
、
完
成
車
に
加
え
て
部
品

で
も
関
税
撤
廃
が
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て

の
利
点
は
大
き
く
薄
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
製
造
業

の
復
活
を
掲
げ
て
大
統
領
選

を
勝
ち
抜
い
た
経
緯
が
あ

業
規
模
要
件
は
撤
廃
す
べ
き

だ
と
位
置
付
け
る
」
と
指
摘

し
た
。
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て
お
り

「
生
き
方
に
よ
っ
て
不
公
平

に
な
ら
ず
、
広
く
働
く
人
に

ふ
さ
わ
し
い
保
障
が
提
供
さ

れ
る
制
度
を
目
指
す
」
と
強

調
し
た
。

　

一
方
で
、
厚
生
年
金
の
保

険
料
は
労
使
折
半
の
た
め

「
従
業
員
が
新
た
に
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
企
業
の
保
険

料
負
担
は
軽
く
な
い
。
法
律

施
行
の
時
期
へ
の
配
慮
や
支

期
待
さ
れ
る
一
方
、
シ
ス
テ

ム
の
不
具
合
や
操
作
ミ
ス
な

ど
懸
念
も
あ
り
、
施
行
令
で

整
備
不
良
や
不
正
使
用
を
違

反
行
為
と
定
め
た
。

　

自
動
運
転
は
技
術
レ
ベ
ル

に
よ
っ
て
５
段
階
に
分
か
れ

て
い
る
。
レ
ベ
ル
３
で
は
、

緊
急
時
に
シ
ス
テ
ム
か
ら
ド

ラ
イ
バ
ー
に
直
ち
に
交
代
が

で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
携

帯
電
話
の
使
用
や
テ
レ
ビ
視

聴
が
可
能
だ
。
一
方
で
、
道

交
法
の
「
安
全
運
転
義
務
」

に
違
反
す
る
よ
う
な
運
転
席

か
ら
離
れ
る
行
為
や
睡
眠
、

飲
酒
運
転
の
禁
止
な
ど
は
変

わ
ら
な
い
。

　

改
正
道
交
法
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
代
わ
る
シ
ス
テ
ム
を

「
自
動
運
行
装
置
」
と
位
置

付
け
、
こ
の
装
置
を
使
っ
た

走
行
を
道
交
法
上
の
運
転
に

含
む
と
改
め
た
。
事
故
が
起

き
た
場
合
に
原
因
を
調
べ
る

た
め
、
稼
働
デ
ー
タ
を
保
存

す
る「
作
動
状
態
記
録
装
置
」

を
備
え
て
い
な
い
と
運
転
で

き
な
い
と
し
て
い
る
。

　

施
行
令
で
は
①
自
動
運
行

装
置
が
整
備
不
良
な
車
両
の

運
転
②
作
動
状
態
記
録
装

置
が
必
要
な
デ
ー
タ
を
正
確

に
記
録
で
き
な
い
車
両
の
運

転
③
使
用
条
件
を
満
た
さ
な

い
状
況
で
自
動
運
行
装
置
を

使
っ
た
運
転
―
を
禁
止
し

た
。

　

い
ず
れ
も
違
反
点
数
は
２

点
で
、
反
則
金
は
大
型
車

１
万
２
千
円
、
普
通
車
９
千

円
、
二
輪
車
７
千
円
、
原
付

車
６
千
円
と
し
た
。

　

走
行
で
き
る
道
路
環
境
や

速
度
な
ど
の
条
件
は
、
メ
ー

カ
ー
側
が「
運
行
設
計
領
域
」

（
Ｏ
Ｄ
Ｄ
）
と
し
て
独
自
に

設
定
。
国
が
妥
当
性
を
確
認

し
て
認
定
す
る
。

が
出
品
し
た
。

　

大
村
知
事
は
２
０
日
、
県

議
会
の
県
政
報
告
で
経
緯
を

説
明
し
た
。
県
の
検
証
委
員

会
に
よ
る
と
、
大
浦
さ
ん
は

不
自
由
展
の
実
行
委
か
ら
映

像
が
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
わ
な

い
と
伝
え
ら
れ
、
い
っ
た
ん

辞
退
し
た
。
そ
の
後
、
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
芸
術
監
督
の
津

田
大
介
さ
ん
が
映
像
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
入
手
し
、
５
月
下
旬
に

大
浦
さ
ん
ら
と
会
い
、
出
品

に
合
意
し
た
。

　

映
像
は
７
月
３
１
日
の
内

覧
会
で
公
開
さ
れ
た
。
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
は
８
月
１
日

に
開
幕
し
、
知
事
は
同
月
４

日
に
初
め
て
映
像
を
確
認
し

た
。

２
０
日
、
攻
撃
で
焼
け
落
ち
た
ク
ラ
イ
ス
油
田
の
施
設
＝

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
東
部
ク
ラ
イ
ス
（
共
同
）

援
は
必
要
だ
」
と
明
記
。
中

小
企
業
へ
の
対
策
の
重
要
性

を
訴
え
た
ほ
か
、
懇
談
会
の

委
員
か
ら
は
段
階
的
実
施
を

求
め
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

労
働
時
間
の
要
件
に
関
し

て
は
「
週
２
０
時
間
以
上
働

く
人
の
加
入
拡
大
を
優
先
的

課
題
と
す
る
」と
記
載
し
た
。

　

２
０
日
午
後
に
は
、
政
府

が
社
会
保
障
改
革
の
新
た
な

検
討
会
議
の
初
会
合
を
開

催
。
今
後
、
厚
生
年
金
の
加

入
対
象
拡
大
も
議
題
に
な
る

見
通
し
だ
。

　
【
共
同
】
レ
ム
睡
眠
と
呼

ば
れ
る
浅
い
眠
り
の
間
に
、

記
憶
を
消
す
働
き
を
持
つ
神

経
細
胞
を
発
見
し
た
と
、
名

古
屋
大
の
山
中
章
弘
教
授

（
神
経
科
学
）
ら
の
チ
ー
ム

が
１
９
日
付
の
米
科
学
誌
サ

イ
エ
ン
ス
電
子
版
に
発
表
し

た
。
起
き
る
直
前
に
夢
を
見

て
も
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま

う
の
は
、
こ
の
神
経
が
働
く

た
め
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
。

　

夢
に
は
記
憶
を
整
理
す
る

機
能
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

と
っ
ぴ
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
よ

う
な
副
産
物
も
生
じ
る
。
山

中
教
授
は
「
脳
は
睡
眠
中
に

重
要
で
な
い
記
憶
を
消
し
、

次
の
記
憶
に
使
え
る
容
量
を

増
や
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
マ
ウ
ス
を
使
っ

た
実
験
で
、
脳
の
視
床
下
部

日
、
昭
和
天
皇
を
巡
る
映
像

の
出
品
が
事
前
に
知
ら
さ
れ

な
か
っ
た
と
し
て
「
極
め
て

遺
憾
。
勝
手
に
持
ち
込
ま
れ

た
」
と
不
快
感
を
示
し
た
。

　

昭
和
天
皇
の
肖
像
が
燃
え

る
シ
ー
ン
を
含
む
約
２
０
分

の
映
像
で
、
電
話
や
フ
ァ
ク

ス
な
ど
で
抗
議
を
受
け
た
作

品
の
一
つ
。
大
浦
信
行
さ
ん

天
皇
の
映
像
出

品
知
ら
さ
れ
ず

不
自
由
展
、
大
村
氏
「
遺
憾
」

　
【
共
同
】
愛
知
県
で
開
催

中
の
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１ 

９
」
の
企
画
展
「
表
現
の
不

自
由
展
・
そ
の
後
」
が
中
止

に
な
っ
た
問
題
で
、
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
実
行
委
員
会
会
長

の
大
村
秀
章
知
事
は
２
０



重
要
案
件
を
抱
え
る
最
中

を
揃
え
る
の
は
、「
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
投
資
計
画
が
必

要
」
と
い
う
点
だ
。

　

伯
国
に
は
、
農
業
信
用
証

券
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
や
不
動
産
信

用
証
券
（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
）、
銀
行

預
金
証
券
（
Ｃ
Ｄ
Ｂ
）
や
銀

行
間
預
金
証
券
（
Ｃ
Ｄ
Ｉ
）

な
ど
、
多
く
の
投
資
手
法
が

あ
る
が
、
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
低
下

に
よ
り
、
短
期
的
リ
タ
ー
ン

（
収
益
）
は
か
な
り
少
な
く

な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
投
資
も
、
５
年

以
上
現
金
化
せ
ず
に
運
用
す

れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
リ
タ
ー
ン

が
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
、
急
場
で
必
要
な

資
金
ま
で
使
っ
て
は
な
ら
な

い
。
３
〜
６
カ
月
分
の
生
活

費
は
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
引

き
出
せ
る
預
け
方
に
し
て
お

く
よ
う
、
識
者
は
勧
め
る
。

　

ま
た
、
投
資
に
関
し
て

保
守
的
な
人
々
が
好
む
ポ

ウ
パ
ン
サ
（
貯
蓄
）
預
金
の

　

１
９
日
、
連
邦
警
察
が
上
院
政
府
リ
ー
ダ
ー
の
ベ
ゼ
ー
ラ
・
コ
エ
ー
リ
ョ
氏
（
民

主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
と
、
息
子
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
下
議
（
民
主
党
・

Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
の
家
宅
捜
索
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
で
、
連
邦
政
府
が
今
後
、
社
会
保
障

制
度
改
革
や
、
駐
米
大
使
に
指
名
さ
れ
た
大
統
領
三
男
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
の
上
院

審
査
な
ど
の
調
整
役
を
失
う
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。
２
０
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

Ｂ
に
復
帰
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政

権
で
は
上
院
政
府
リ
ー
ダ
ー

を
つ
と
め
て
い
た
。

　

上
院
で
も
大
物
政
治
家
の

捜
査
に
対
し
て
、
ダ
ヴ
ィ
・

ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
上
院
議
長

は
、
上
議
任
命
以
前
の
疑
惑

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

や
上
院
で
の
審
議
日
程
な
ど

を
鑑
み
、「
こ
の
よ
う
な
捜

査
を
今
了
承
す
る
と
は
、
最

高
裁
は
何
を
考
え
て
い
る
ん

だ
」
と
強
く
批
判
し
た
。

　

ベ
ゼ
ー
ラ
氏
は
、
か
ね
て

か
ら
ア
ル
チ
ク
ラ
ソ
ン
（
政

局
調
整
）
に
弱
い
と
さ
れ
て

い
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
に
は

貴
重
な
人
材
で
、
現
在
は
社

会
保
障
制
度
改
革
案
承
認
、

そ
し
て
、
こ
の
先
は
、
か
ね

て
か
ら
世
論
の
反
対
が
強
い

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
を
駐
米
大
使
に
承
認
さ

せ
る
た
め
の
調
整
役
が
期
待

さ
れ
て
い
る
矢
先
に
、
上
院

や
下
院
に
ま
で
踏
み
込
ん
で

の
捜
査
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、

ベ
ゼ
ー
ラ
氏
の
弁
護
人
の
ア

ン
ド
レ
・
カ
レ
ガ
リ
氏
は
、

　

１
８
、１
９
日
、
聖
市
議

会
で
、
市
民
か
ら
の
強
い
反

対
を
受
け
そ
う
な
法
案
三
つ

が
一
気
に
承
認
さ
れ
、
注
目

を
浴
び
て
い
る
。そ
れ
は「
パ

ダ
リ
ア
（
パ
ン
屋
）
や
ス
ー

パ
ー
で
は
タ
バ
コ
の
販
売
を

禁
ず
る
」「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
内
で
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の

「
モ
ロ
法
相
が
連
邦
警
察
を

介
し
て
行
っ
た
議
会
へ
の
報

復
行
為
な
の
で
は
な
い
か
」

と
の
解
釈
を
示
し
た
。

　

モ
ロ
法
相
が
提
案
し
た
汚

職
防
止
法
案
は
連
邦
議
会
内

で
の
評
判
が
悪
く
、
議
会
内

で
多
く
の
修
正
を
加
え
ら
れ

て
骨
抜
き
に
さ
れ
て
い
る
。

カ
レ
ガ
リ
氏
は
、「
ベ
ゼ
ー

ラ
氏
は
同
法
案
を
と
り
わ
け

強
く
批
判
し
て
い
た
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
家
宅
捜
索

が
、
連
邦
検
察
庁
の
意
見
書

に
反
す
る
形
で
行
わ
れ
た
こ

と
も
、
議
会
関
係
者
ら
を
い

ら
だ
た
せ
た
。
家
宅
捜
索
令

状
を
出
し
た
ル
イ
ス
・
ロ
ベ

ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
最
高
裁
判

事
は
、
ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ
ト

連
邦
政
府
と
上
院
の
パ
イ
プ
役

利
率
は
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
の
７
割

で
、
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
が
５
・５
％

な
ら
、
ポ
ウ
パ
ン
サ
は
３
・

８
５
％
だ
。
こ
れ
は
、
伯
国

中
銀
が
出
し
て
い
る
今
年
の

イ
ン
フ
レ
予
測
３
・
６
％
よ
り

る
し
、
固
定
型
の
場
合
は
利

率
が
イ
ン
フ
レ
率
を
下
回
る

リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

元
金
割
れ
の
リ
ス
ク
は
あ

る
が
、
高
い
リ
タ
ー
ン
を
狙

う
投
資
に
は
「
株
式
」
が
あ

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
費
用
の
高
さ

の
た
め
、
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
が
約

３
年
間
で
１
４
・
２
５
％
か

ら
５
・
５
％
に
下
が
っ
た
ほ
ど

急
激
な
ペ
ー
ス
で
は
、
ロ
ー

ン
金
利
は
下
が
っ
て
い
な
い
が
、

「
ロ
ー
ン
の
組
み
換
え
を
検

討
す
る
に
は
良
い
タ
イ
ミ
ン

グ
」と
、伯
国
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ｆ
Ｐ
）
協

会
所
属
Ｆ
Ｐ
の
レ
ア
ン
ド
ロ
・

ロ
イ
オ
ラ
氏
は
語
る
。

　

投
資
に
関
し
て
識
者
が
口

　
【
既
報
関
連
】
１
７
、１
８

日
に
行
わ
れ
た
伯
国
中
銀
の

通
貨
政
策
委
員
会
（
Ｃ
ｏ
ｐ

ｏ
ｍ
）
に
お
い
て
、
経
済
基

本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）
が
、

史
上
最
低
値
更
新
と
な
る

５
・５
％
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

で
、
借
金
や
投
資
に
つ
い
て

の
方
針
変
更
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
、
１
９
、２
０
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙
が
報
じ

た
。

　

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
低
下
で
考
え

ら
れ
る
も
の
の
一
つ
は
ロ
ー
ン

金
利
の
低
下
だ
。

　

債
務
不
履
行
が
多
い
こ
と

長
期
的
視
野
の
投
資
計
画
が
必
要

１
６
３
キ
ロ
は
死
ん
だ
川
に

リ
ス
ク
を
取
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も

る
。
Ｅ
紙
は
イ
タ
ウ
・
ウ
ニ

バ
ン
コ
社
投
資
担
当
の
ビ
ク

ト
ル
・
ヴ
ィ
エ
ッ
チ
氏
に
よ
る

「（
既
に
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
が
低

か
っ
た
）
１
８
年
末
か
ら
は

顧
客
に
株
式
の
購
入
も
勧
め

て
い
る
」
と
の
言
葉
や
、
投

資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
フ
ァ
ビ

オ
・
コ
ロ
ン
ボ
氏
の
「
株
式

市
場
に
は
ま
だ
有
望
な
株
が

あ
る
が
、
株
価
の
上
が
り
下

が
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
弱
い

人
も
い
る
。
余
裕
の
あ
る
資

金
で
や
る
こ
と
」
と
の
助
言

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
前
述
の
Ｆ
Ｐ
、
ロ

イ
オ
ラ
氏
は
、
仲
介
会
社
が

と
る
手
数
料
に
も
注
意
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
手

数
料
は
投
資
形
態
や
投
資

額
、
運
用
期
間
で
違
い
、
同

じ
国
債
や
株
を
買
っ
て
も
仲

介
会
社
ご
と
に
違
う
場
合
も

あ
る
。
そ
れ
ら
を
よ
く
比
較

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

宅
捜
索
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

問
題
と
な
っ
た
賄
賂
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
の
疎

水
工
事
の
契
約
な
ど
、
北
東

部
の
公
共
事
業
に
関
連
す
る

も
の
だ
。
ベ
ゼ
ー
ラ
氏
は
ジ

ウ
マ
政
権
下
の
２
０
１
１
〜

１
３
年
に
国
家
統
合
相
を
つ

と
め
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
氏
は

テ
メ
ル
政
権
下
で
鉱
山
動
力

相
を
つ
と
め
て
い
た
。

　

今
回
の
捜
査
は
、
ジ
ョ
ア

ン
・
カ
ル
ロ
ス
・
リ
ラ
・
ペ
ッ

ソ
ア
氏
を
は
じ
め
と
し
た
Ｏ

Ａ
Ｓ
社
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
３

人
に
よ
る
報
奨
付
供
述
（
デ

ラ
ソ
ン
）
に
基
づ
い
た
も
の

だ
。
ベ
ゼ
ー
ラ
親
子
へ
の
振

込
み
は
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
の
命
令
で

行
わ
れ
た
と
い
う
。

　

ベ
ゼ
ー
ラ
氏
は
、
ジ
ウ
マ

政
権
時
代
は
ブ
ラ
ジ
ル
社
会

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
所
属
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
に
古
巣
の
Ｍ
Ｄ

低
金
利
時
代
で
、
こ
れ
ま
で
の
資
産
管
理
手
法
の
再
検

討
が
必
要
だ
（
参
考
画
像
・A

g
en
cia B

rasil

）

ベゼーラ氏
（Marcos Oliveira/ Agência Senado）

生活排水流入などで汚染され、ゴミなどのしみも
出来たチエテ川（Rovena Rosa/Agência Brasil）

モ
ロ
法
相
か
ら
の
復
讐
説
も

聖州チエテ川

報
道
後
に
最
高
裁
で
の
モ
ロ

氏
へ
の
支
持
が
落
ち
る
中
で

な
お
、
モ
ロ
氏
や
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
を
強
く
支
持

す
る
言
動
で
知
ら
れ
て
い
る

人
物
だ
。

酒
類
の
販
売
は
認
め
る
が
、

店
内
や
敷
地
内
で
の
飲
酒
を

禁
ず
る
」「
飲
食
店
や
ホ
テ

ル
な
ど
で
は
使
い
捨
て
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
食
器
類
の
使

用
を
禁
ず
る
」と
い
う
も
の
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
１
回
目

の
投
票
の
み
で
、
も
う
１
回

承
認
後
、
ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー

ヴ
ァ
ス
市
長
の
最
終
的
な
裁

可
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
た

だ
、
議
会
が
承
認
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
日
常
的
に
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る

と
な
れ
ば
、
市
民
の
反
応
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
喫
煙

者
は
ま
す
ま
す
肩
身
が
狭
く

な
り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ッ
カ
ー
協

会
が
２
０
日
、
１
０
月
中
旬

に
行
わ
れ
る
親
善
試
合
の
た

め
の
本
代
表
と
五
輪
代
表
、

そ
し
て
同
じ
頃
に
伯
国
で
開

催
さ
れ
る
Ｕ
１
７
Ｗ
杯
の
三

つ
の
代
表
を
一
気
に
発
表
し

た
。
今
回
の
召
集
は
３
代
表

で
６
９
人
と
い
う
、
か
な
り

大
規
模
な
も
の
だ
が
、
そ
の

間
も
全
国
選
手
権
は
休
ま
ず

に
続
く
た
め
、
国
内
の
サ
ッ

カ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
フ
ァ
ン
た

ち
は
、「
誰
が
召
集
さ
れ
た

か
」
よ
り
「
誰
が
い
な
く
な

る
の
か
」
の
方
が
気
に
な
っ

て
い
た
。
国
の
代
表
よ
り
、

愛
す
べ
き
地
元
チ
ー
ム
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

来
週
は
、
上
院
で
社
会
保

障
制
度
改
革
の
投
票
や
、
次

期
連
邦
検
察
庁
長
官
候
補
の

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス
氏
の

試
問
、
さ
ら
に
は
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
の
国
連
総
会
で
の

ス
ピ
ー
チ
と
、
本
来
な
ら
週

で
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る

は
ず
の
出
来
事
が
立
て
続
け

に
起
こ
る
予
定
。
い
ず
れ
も

展
開
次
第
で
は
大
き
な
問
題

と
な
る
も
の
ば
か
り
だ
が
、

一
番
心
配
な
の
は
や
は
り
、

大
統
領
の
言
動
か
。

　

中
欧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国

民
議
会
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
と
南
米
南
部
共
同
市
場

（
メ
ル
コ
ス
ル
）
と
の
間
で

結
ば
れ
た
自
由
貿
易
協
定
合

意
に
反
対
す
る
決
議
案
を
承

認
し
た
と
、
２
０
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
に
対

し
、
Ｅ
Ｕ
の
方
針
に
反
対
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
る
決
議

案
は
、
Ｅ
Ｕ
関
連
の
問
題
を

検
討
す
る
委
員
会
に
提
出
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
委
員

会
の
決
議
は
本
会
議
で
の
承

認
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、

実
質
的
に
議
会
で
の
承
認
と

同
じ
効
力
を
持
つ
。
こ
の
決

議
は
２
９
日
の
総
選
挙
の
直

前
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
結
果
は
ブ
リ
ュッ
セ
ル

（
ベ
ル
ギ
ー
）
の
Ｅ
Ｕ
本
部

で
交
渉
に
当
た
っ
て
い
た
伯

国
代
表
団
を
驚
か
せ
た
が
、

伯
国
側
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
判
断
も
今
後
数
カ
月
で
変

わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
構
え

て
い
る
。

　

今
回
の
結
果
で
一
際
目
を

引
い
た
の
は
、
少
数
勢
力
の

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
を
除
く
殆
ど
の
政

党
が
メ
ル
コ
ス
ー
ル
と
の
自

由
貿
易
協
定
締
結
交
渉
に
反

対
の
立
場
を
と
っ
た
こ
と
だ
。

議
員
た
ち
か
ら
は
、
反
対
の

理
由
と
し
て
、「
伯
国
が
ア
マ

ゾ
ン
火
災
の
収
束
に
本
腰
を

い
れ
て
い
な
い
」
と
の
声
が
聞

か
れ
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
持
続
可

能
・
観
光
大
臣
の
マ
リ
ア
・

パ
テ
ッ
ク
氏
は
、「
環
境
問
題

に
関
す
る
世
界
共
通
の
基
準

を
伯
国
が
守
ろ
う
と
し
て
い

な
い
こ
と
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
が

明
確
な
態
度
を
示
す
必
要
が

あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

Ｅ
Ｕ
議
会
商
業
委
員
会

委
員
長
の
ベ
ル
ン
・
ラ
ン
ゲ

氏
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
）
は
、

伯
国
や
ア
マ
ゾ
ン
火
災
の
言

葉
こ
そ
使
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、

「
熱
帯
雨
林
は
一
つ
の
貿
易

協
定
よ
り
も
重
要
。
だ
か
ら

こ
そ
、
圧
力
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
を
止
め
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
マ
ッ
タ
・
ア
ト
ラ

ン
チ
コ
財
団
に
よ
る
と
、
聖

州
一
大
き
な
河
川
、
チ
エ
テ

川
の
汚
染
状
況
が
過
去
６
年

間
で
最
悪
の
状
態
と
な
っ
て
い

る
と
、
１
８
、１
９
日
付
伯

字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　
「
チ
エ
テ
川
の
日
」
に
あ

た
る
２
２
日
を
前
に
公
表
さ

れ
た
「
チ
エ
テ
川
計
画
の
効

果
を
示
す
指
標
の
進
捗
と
水

質
に
関
す
る
報
告
書
」
に
よ

る
と
、
同
財
団
が
観
測
し
て

い
る
５
７
６
キ
ロ
の
流
域
の

内
、
２
８
・
３
％
に
あ
た
る

１
６
３
キ
ロ
は
、水
質
が
「
悪

い
／
最
悪
」
の
「
死
ん
だ
川
」

だ
と
い
う
。
昨
年
の
「
死
ん

だ
川
」
は
１
２
２
キ
ロ
だ
っ

た
か
ら
、
１
年
間
で
３
３
％

増
え
た
。

　
「
死
ん
だ
川
」
は
、
水
面

に
ゴ
ミ
や
泡
が
溜
ま
り
、
し

み
が
で
き
た
よ
う
に
も
見
え

る
た
め
、「
汚
染
の
し
み
」
が

広
が
っ
た
と
表
現
す
る
メ
デ
ィ

ア
も
あ
っ
た
。

　

川
が
死
ぬ
最
大
の
理
由
は

住
宅
地
や
工
場
地
帯
、
農
産

物
の
生
産
地
な
ど
か
ら
の
排

水
の
垂
れ
流
し
だ
。
チ
エ
テ

川
の
水
源
地
の
サ
レ
ゾ
ポ
リ

ス
か
ら
聖
市
の
間
に
は
農
業

生
産
の
盛
ん
な
地
域
や
下
水

処
理
率
が
低
い
地
域
が
あ
り
、

チ
エ
テ
川
は
聖
市
に
着
く
前

に
既
に
、
実
質
的
に
死
ん
だ

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
死
ん
だ
川
」
と
な
っ
て
い

る
１
６
３
キ
ロ
中
、
１
５
５

キ
ロ
は
、
モ
ジ・
ダ
ス・
ク
ル
ー

ゼ
ス
市
〜
カ
ブ
レ
ウ
ヴ
ァ
市

間
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
流
域
は
、
水
の
色
が
濃
く
、

悪
臭
も
漂
う
所
が
多
い
。
特

に
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
川
が
合
流

す
る
セ
ボ
ロ
ン
地
区
と
、
グ

ア
ル
ー
リ
ョ
ス
市
か
ら
の
排

水
が
流
れ
込
む
ペ
ー
ニ
ャ
地
区

（
い
ず
れ
も
聖
市
内
）
の
水

質
は
「
最
悪
」
だ
と
い
う
。

　

残
る
約
８
キ
ロ
分
は
、
よ

り
下
流
の
サ
ウ
ト
市
と
そ
の

近
郊
だ
。
こ
の
流
域
で
は
、

水
中
の
洗
剤
分
が
段
差
な
ど

で
泡
立
っ
て
川
面
を
覆
っ
た

上
、
橋
を
覆
い
、
街
中
に
押

し
寄
せ
た
り
す
る
。

　

聖
州
水
道
公
社
（
Ｓ
ａ

ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
）
に
よ
る
と
、
聖

市
の
隣
に
あ
り
、
同
社
の
管

轄
外
の
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
市

は
下
水
処
理
率
が
１
０
％

程
度
だ
と
い
う
。
ま
た
、
川

の
周
辺
部
な
ど
に
勝
手
に
住

み
着
い
た
人
々
が
垂
れ
流
す

生
活
排
水
も
、
問
題
解
決

を
難
し
く
す
る
。
同
川
周
辺

の
不
法
滞
在
者
は

３
０
０
万
人
以
上

と
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
チ
エ
テ
環

境
公
園
が
あ
り
、
生

活
排
水
な
ど
の
流
入

量
が
減
る
イ
タ
ク
ア

ケ
セ
ツ
ー
バ
市
以
降

の
約
１
０
キ
ロ
は
、

川
の
「
し
み
」
が
途

絶
え
る
と
い
う
。
Ｓ

Ｏ
Ｓ
マ
ッ
タ
・
ア
ト

ラ
ン
チ
カ
財
団
の
マ

　

１
９
日
午
前
、
聖
市
東
部

ア
リ
カ
ン
ド
ゥ
ー
ヴ
ァ
の
市

立
校
で
、
１
４
歳
の
少
年
が

教
員
の
腹
部
を
刺
し
、
重
傷

を
負
わ
せ
る
事
件
が
起
こ
っ

た
。
２
０
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

事
件
は
１
９
日
午
前
９
時

２
０
分
頃
に
発
生
し
た
。
同

校
の
９
年
生
の
生
徒
が
、
授

業
を
終
え
て
教
室
を
出
た
地

理
の
教
師
、
ル
イ
ス
・
マ

ル
コ
ス
・
ノ
タ
リ
オ
さ
ん

（
５
５
）
の
腹
部
を
、Ｔ
シ
ャ

ツ
の
下
に
隠
し
て
い
た
刃
渡

り
約
２
０
セ
ン
チ
の
ナ
イ
フ

で
刺
し
た
。

　

ノ
タ
リ
オ
さ
ん
は
す
ぐ
に

近
く
の
救
急
病
院
に
運
ば
れ

手
応
急
処
置
を
受
け
た
後
、

州
立
病
院
に
運
ば
れ
た
が
、

重
傷
だ
と
い
う
。

　

一
方
、
少
年
も
教
室
に

戻
っ
た
後
、
同
じ
ナ
イ
フ
で

自
身
の
右
の
腹
部
を
刺
し
た

た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
ク

リ
ニ
カ
ス
病
院
に
運
ば
れ
て

手
当
て
を
受
け
た
。

　

授
業
は
、
こ
の
騒
動
で
パ

ニ
ッ
ク
と
な
り
中
断
。
学
生

や
教
員
は
外
に
出
さ
れ
、
そ

の
後
は
警
察
の
現
場
検
証
の

た
め
に
費
や
さ
れ
た
。

　

関
係
者
の
証
言
に
よ
る

と
、
加
害
者
の
少
年
は
普
段

は
勉
強
熱
心
な
お
と
な
し
い

タ
イ
プ
で
、
学
校
で
の
成
績

も
優
秀
だ
っ
た
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

9月20日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.1546  R$
買　4.1526  R$

円相場
売　0.0386  R$
買　0.0386  R$

ベゼーラ上議を突如捜査
　

今
回
の
捜
査
は
、
ベ
ゼ
ー

ラ
氏
と
息
子
の
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
氏
が
２
０
１
２
〜
１
４
年

に
約
５
５
４
万
レ
ア
ル
の
賄

賂
を
受
け
取
っ
た
疑
い
に
よ

る
も
の
で
、
連
邦
議
会
と
ブ

ラ
ジ
リ
ア
の
議
員
住
宅
を
は

じ
め
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
や

パ
ラ
イ
バ
州
な
ど
、
両
氏
に

関
係
が
あ
る
５
２
カ
所
が
家

メ
ル
コ
ス
ル
貿
易
協
定
に
待
っ
た

森
林
保
護
へ
の
消
極
姿
勢
を
批
判

過
去
６
年
間
で
最
悪
の
状
態

連警
低金利時代

負
債
や
投
資
ス
タ
ン
ス
の
変
更
を

（２）２０１９年 第５３３２号 ９月 ２１日 （土曜日）

オーストリア

公
立
校
で
刺
傷
事
件
発
生

１
４
歳
の
少
年
が
教
師
刺
す

聖 市

は
若
干
ま
し
と
い
っ

た
程
度
だ
が
、
短

中
期
の
貯
蓄
方
法

と
し
て
は
適
切
だ
。

　

ま
た
、
ポ
ウ
パ
ン

サ
よ
り
は
リ
タ
ー
ン

が
見
込
め
、
リ
ス

ク
も
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
い
手
法
に
は
、

国
債
が
あ
る
。

　

国
債
に
は
Ｓ
ｅ

ｌ
ｉ
ｃ
連
動
型
、

イ
ン
フ
レ
率
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ａ
）
連
動
型
、

利
率
固
定
型
な
ど

が
あ
る
。こ
れ
ら
も
、

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
や
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ａ
が
下
が
れ

ば
リ
タ
ー
ン
も
落
ち

ル
・
リ
ベ
イ
ロ
氏
は
こ
の
流
域

を
例
に
挙
げ
、
自
然
を
保
護

し
、
天
然
の
浄
化
力
を
高
め

る
事
も
、
チ
エ
テ
川
を
健
全

に
保
つ
鍵
の
一
つ
だ
と
強
調
し

た
。



　

近き
ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

に
お
け
る
二に

度ど

の
国こ

く

難な
ん

を
、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

人じ
ん

た
ち

は
簡か

ん

潔け
つ

明め
い

解か
い

な
「
国こ

く

是ぜ

」
の
も
と
に
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
力ち

か
ら
を
結け

っ

集
し
ゅ
う

し
て
乗の

り
切き

っ
て
き
た
。

　
一い

ち

度ど

目め

の
危き

機き

は
、
幕ば

く

末ま
つ

に
西せ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

が
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

の
触

し
ょ
く

手し
ゅ

を
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
に
ま
で
伸の

ば
し
て
き
た
時と

き

。
こ
こ
で
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

が
掲か

か

げ
ら
れ
た
国こ

く

是ぜ

が
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
だ
っ
た
。

　

御ご

誓せ
い

文も
ん

が
発は

っ

布ぷ

さ
れ
た
明め

い

治じ

元が
ん

（
１
８
６
８
）
年ね

ん

３
月が

つ

１
４
日か

は
、
翌よ

く

日じ
つ

に
は
新し

ん

政せ
い

府ふ

軍ぐ
ん

に
よ
る
江え

戸ど

城じ
ょ
う

総そ
う

攻こ
う

撃げ
き

が

予よ

定て
い

さ
れ
て
い
た
。
１
月が

つ

に
は
神こ

う

戸べ

に
て
備び

前ぜ
ん

藩は
ん

兵ぺ
い

が
フ
ラ
ン

ス
水す

い

兵へ
い

等な
ど

を
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

し
、
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

の
軍ぐ

ん

勢ぜ
い

が
神こ

う

戸べ

中ち
ゅ
う

心し
ん

部ぶ

を

占せ
ん

拠き
ょ

す
る
騒さ

わ

ぎ
が
起お

き
て
い
た
。
２
月が

つ

に
は
英え

い

公こ
う

使し

パ
ー
ク
ス

が
攘

じ
ょ
う

夷い

論ろ
ん

者し
ゃ

に
襲お

そ

わ
れ
た
。「
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
は
ま
さ
に
内な

い

憂ゆ
う

外が
い

患か
ん

の
最さ

い

中ち
ゅ
うに
発は

っ

布ぷ

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

二に

度ど

目め

の
国こ

く

難な
ん

は
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

敗は
い

戦せ
ん

。
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
外が

い

国こ
く

軍ぐ
ん

隊た
い

の
占せ

ん

領り
ょ
う

下か

、
国こ

く

土ど

は
焼や

け
野の

原は
ら

、
多お

お

く
の
国こ

く

民み
ん

は
仕し

事ご
と

も

食し
ょ
く

料り
ょ
うも
な
く
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

思し

想そ
う

が
広ひ

ろ

が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ

の
最さ

い

中ち
ゅ
うに
発は

っ

せ
ら
れ
た
「
新し

ん

日に

本ほ
ん

建け
ん

設せ
つ

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

」
の
冒ぼ

う

頭と
う

に
、

昭し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
を
掲か

か

げ
ら
れ
た
。

　

二に

度ど

の
国こ

く

難な
ん

に
際さ

い

し
、「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
は
国こ

く

民み
ん

の
総そ

う

力り
ょ
くを
共

き
ょ
う

通つ
う

の
方ほ

う

向こ
う

に
結け

っ

集し
ゅ
うす
る
上う

え

で
大お

お

き
な
力ち

か
ら
を
発は

っ

揮き

し
た
。

こ
れ
が
「
国こ

く

是ぜ

」
の
力ち

か
らで
あ
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

も
、
独ど

く

裁さ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
膨ぼ

う

張ち
ょ
う、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
核か

く

ミ

サ
イ
ル
、
韓か

ん

国こ
く

の
反は

ん

日に
ち

暴ぼ
う

走そ
う

、
国こ

く

内な
い

で
は
左さ

翼よ
く

野や

党と
う

・
マ
ス
コ

ミ
に
よ
る
政せ

い

治じ

混こ
ん

乱ら
ん

と
い
う
三さ

ん

度ど

目め

の
国こ

く

難な
ん

を
迎む

か

え
て
い
る
。

し
か
し
、
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

は
国こ

く

民み
ん

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結け

っ

集し
ゅ
うす

べ
き

国こ
く

是ぜ

を
欠か

い
た
ま
ま
、
右う

往お
う

左さ

往お
う

を
続つ

づ

け
て
い
る
。
と
い
う
よ

り
も
、
国こ

く

民み
ん

が
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
う
る
「
国こ

く

是ぜ

」
を
持も

つ
べ
き
、
と
い
う

事こ
と

自じ

体た
い

を
忘わ

す

れ
て
し
ま
っ
た
点て

ん

が
、
最さ

い

大だ
い

の
問も

ん

題だ
い

か
も
知し

れ
な

い
。

　

ま
ず
は
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
に
よ
る
二に

度ど

の
国こ

く

難な
ん

突と
っ

破ぱ

の
成せ

い

功こ
う

体た
い

験け
ん

を
思お

も

い
出だ

し
て
み
よ
う
。

　
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
の
内な

い

容よ
う

に
入は

い

る
前ま

え

に
、
ま
ず
読よ

ん
で

お
き
た
い
の
は
、
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
後あ

と

に
添そ

え
ら
れ
た
次つ

ぎ

の
一い

ち

文ぶ
ん

で
あ

る
。
そ
こ
に
我わ

が
国く

に

の
国く

に

柄が
ら

が
よ
く
現あ

ら
われ
て
い
る
。

「
五ご

箇か

条じ
ょ
う

の
御ご

誓せ
い

文も
ん

」

　
　

国こ
く

難な
ん

突と
っ

破ぱ

と
万ば

ん

民み
ん

保ほ

全ぜ
ん

２０１９年
ねん

６月
がつ

１６日
にち

版
ばん

　
我わ

が

国く
に

未み

曽ぞ

有う

ノ
変へ

ん

革か
く

ヲ
為な

さ

ン
ト
シ
、
朕ち

ん

、
躬み

（
身み

）
ヲ
以も

っ

テ
衆し

ゅ
うニ
先さ

き

ン
ジ
、
天て

ん

地ち

神し
ん

明め
い

ニ
誓ち

か

ヒ
、
大お

お
いニ
斯こ

の

国こ
く

是ぜ

ヲ
定さ

だ

メ
、

万ば
ん

民み
ん

保ほ

全ぜ
ん

ノ
道み

ち

ヲ
立た

て

ン
ト
ス
。
衆

し
ゅ
う

亦ま
た

此こ
の

旨し

趣し
ゅ

ニ
基も

と
づ
キ
、
協

き
ょ
う

心し
ん

努ど

力り
ょ
くセ
ヨ
。

　
【
訳や

く

】
目も

っ

下か

、
我わ

が
国く

に

の
一い

ち

大だ
い

変へ
ん

革か
く

の
と
き
、
天て

ん

皇の
う

と
し
て

即そ
く

位い

し
た
私わ

た
し
み
ず
か
ら
人ひ

と

々び
と

に
率そ

っ

先せ
ん

し
て
神か

み

々が
み

に
誓ち

か

い
、
こ

こ
に
挙あ

げ
た
五ご

箇か

条じ
ょ
うを
国く

に

の
方ほ

う

針し
ん

と
し
て
定さ

だ

め
、
す
べ
て
の

国こ
く

民み
ん

の
安あ

ん

寧ね
い

を
守ま

も

る
手て

立だ

て
を
設も

う

け
よ
う
と
思お

も

う
。
ど
う
か
、

皆み
な

も
以い

上じ
ょ
うの
趣し

ゅ

旨し

を
理り

解か
い

し
、心こ

こ
ろを
合あ

わ
せ
て
努つ

と

め
て
欲ほ

し
い
。

［
１
，　
Ｐ
６
９
］

　

す
な
わ
ち
「
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
と
は
、
内な

い

憂ゆ
う

外が
い

患か
ん

の
危き

機き

の
最さ

中な
か

、

「
万ば

ん

民み
ん

保ほ

全ぜ
ん

ノ
道み

ち

」
を
立た

て
る
た
め
に
「
未み

曽ぞ

有う

ノ
変へ

ん

革か
く

ヲ

為な
さ

ン
」
と
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

ご
自じ

身し
ん

が
神か

み

に
誓ち

か

わ
れ
た
文ぶ

ん

章し
ょ
うな
の
だ
。

　

明め
い

治じ

神じ
ん

宮ぐ
う

外が
い

苑え
ん

の
「
聖

し
ょ
う

徳と
く

記き

念ね
ん

絵か
い

画が

館か
ん

」
に
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の

御ご

生し
ょ
う

涯が
い

が
数か

ず

々か
ず

の
巨き

ょ

大だ
い

な
名め

い

画が

で
描え

が

か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一ひ

と

つ
に
「『
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

』
の
図ず

」
が
あ
る
。
絵え

の
左

ひ
だ
り

正し
ょ
う

面め
ん

に
は
太だ

政じ
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

・
三さ

ん

条じ
ょ
う

実さ
ね

美と
み

が
神し

ん

前ぜ
ん

に
て
祭さ

い

文も
ん

を
奏そ

う

し
て
い

る
。
そ
の
後ご

、
右み

ぎ

側が
わ

の
屏

び
ょ
う

風ぶ

の
囲か

こ

い
の
中な

か

に
御ご

座ざ

さ
れ
て
い
た

明め
い

治じ

天て
ん

皇の
う

が
玉た

ま

串ぐ
し

を
奉ほ

う

献け
ん

せ
ら
れ
て
か
ら
、
三さ

ん

条じ
ょ
うが
五ご

箇か

条
じ
ょ
う

を
奉ほ

う

読ど
く

。

　

次つ
ぎ

に
三さ

ん

条じ
ょ
う

以い

下か

の
臣し

ん

下か

が
一ひ

と

人り

ず
つ
前ま

え

に
進す

す

み
、
神し

ん

座ざ

と

玉ぎ
ょ
く

座ざ

に
拝は

い

礼れ
い

し
、「
天て

ん

皇の
う

の
お
誓ち

か

い
を
決け

っ

死し

の
思お

も

い
で
実じ

っ

行こ
う

す

る
」
と
の
奉ほ

う

戴た
い

誓せ
い

約や
く

の
書し

ょ

に
署し

ょ

名め
い

を
し
た
。
署し

ょ

名め
い

は
７
６
７

人に
ん

に
及お

よ

ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
ま
ず
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

が
神か

み

に
誓ち

か

わ
れ
、

そ
の
奉ほ

う

戴た
い

を
臣し

ん

下か

が
ま
た
神か

み

に
誓ち

か

い
、
そ
の
上う

え

で
国こ

く

民み
ん

に
も
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
欲ほ

し
い
、
と
呼よ

び
か
け
た
の
で
あ
る
。
君く

ん

臣し
ん

民み
ん

一い
っ

体た
い

の

国く
に

柄が
ら

が
こ
こ
に
よ
く
現あ

ら
われ
て
い
る
。

　

明め
い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
誓ち

か

い
の
内な

い

容よ
う

を
見み

て
み
よ
う
。

一い
ち　
広ひ

ろ

ク
会か

い

議ぎ

ヲ
興お

こ

シ
、
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

ニ
決け

っ

ス
ベ
シ

【
訳や

く

】
こ
れ
か
ら
は
多お

お

く
の
人ひ

と

の
意い

見け
ん

を
聞き

く
場ば

を
設も

う

け
、
政せ

い

治じ

上じ
ょ
うの
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
は
公こ

う

正せ
い

な
意い

見け
ん

に
よ
っ
て
決け

っ

定て
い

し
よ
う
。

一い
ち　
上

し
ょ
う

下か

心こ
こ
ろヲ
一い

つ
ニ
シ
テ
、
盛さ

か
んニ
経け

い

綸り
ん

ヲ
行お

こ
なフ
ベ
シ

【
訳や

く

】
国く

に

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

も
国こ

く

民み
ん

も
分わ

け
隔へ

だ

て
な
く
、
心こ

こ
ろを
ひ
と
つ

に
し
て
盛さ

か

ん
に
国こ

く

策さ
く

の
実じ

つ

現げ
ん

に
取と

り

組く

も
う
。

一い
ち　
官か

ん

武ぶ

一い
っ

途と

庶し
ょ

民み
ん

二に

至い
た

ル
迄ま

で

、
各

お
の
お
の

其そ
の

志
こ
こ
ろ
ざ
しヲ
遂と

ゲ
、
人じ

ん

心し
ん

ヲ
シ
テ
倦う

ま

ザ
ラ
シ
メ
ン
事こ

と

ヲ
要よ

う

ス

【
訳や

く

】
官か

ん

吏り

や
士し

族ぞ
く

は
言い

う
に
及お

よ

ば
ず
庶し

ょ

民み
ん

に
至い

た

る
ま
で
、
各か

く

自じ

の
生い

き
る
目も

く

標ひ
ょ
うを
達た

っ

成せ
い

で
き
、
希き

望ぼ
う

を
失う

し
な
わ
な
い
よ
う
に

す
る
べ
き
で
あ
る
。

一い
ち　
旧

き
ゅ
う

来ら
い

ノ
陋ろ

う

習し
ゅ
うヲ
破や

ぶ

り
、
天て

ん

地ち

ノ
公こ

う

道ど
う

ニ
基も

と
づク
ベ
シ

【
訳や

く

】
攘

じ
ょ
う

夷い

運う
ん

動ど
う

な
ど
の
か
た
く
な
な
考か

ん
がえ
は
捨す

て
、
世せ

界か
い

に

通つ
う

用よ
う

す
る
普ふ

遍へ
ん

的て
き

原げ
ん

理り
（
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

）に
基も

と

づ
い
て
行こ

う

動ど
う

し
よ
う
。

一い
ち　
智ち

識し
き

ヲ
世せ

界か
い

ニ
求も

と

メ
、
大

お
お
い

二
皇こ

う

基き

ヲ
振し

ん

起き

ス
ベ
シ

【
訳や

く

】
海か

い

外が
い

の
進す

す

ん
だ
文ぶ

ん

明め
い

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うし
、
天て

ん

皇の
う

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

と
す
る
わ
が
国く

に

を
大お

お

い
に
発は

っ

展て
ん

さ
せ
よ
う
。

　
「
広ひ

ろ

ク
会か

い

議ぎ

ヲ
興お

こ

シ
」
の
項こ

う

は
、
そ
の
後ご

、
自じ

由ゆ
う

民み
ん

権け
ん

運う
ん

動ど
う

で
盛さ

か

ん
に
引い

ん

用よ
う

さ
れ
、
国こ

っ

会か
い

開か
い

設せ
つ

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くと
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
「
会か

い

議ぎ

」
は
、
国こ

く

民み
ん

が
「
心こ

こ
ろヲ
一い

つ
ニ
シ
テ
」
力ち

か
らを
合あ

わ
せ

て
智ち

慧え

を
集あ

つ

め
る
場ば

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
方ほ

う

向こ
う

に
向む

け
て
、
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
国こ

く

民み
ん

が
「
各

お
の
お
の

其そ
の

志
こ
こ
ろ
ざ
しヲ
遂と

ゲ
」

る
よ
う
、
自じ

由ゆ
う

に
生い

き
生い

き
と
取と

り
組く

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
こ
に
描え

が

か
れ
た
国く

に

の
姿す

が
たは
、
古こ

事じ

記き

で
神か

み

々が
み

が
天あ

ま

の
安や

す

の

河か
わ

原ら

に
「
神か

む

集つ
ど

い
集つ

ど

ひ
」
て
、
智ち

慧え

を
集あ

つ

め
て
い
る
様さ

ま

を
思お

も

い

起お

こ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
十

じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

で
「
和わ

を

以も
っ

て
貴と

う
と
し
と
な
す
」
の
条じ

ょ
うに
書か

か
れ
た
一い

ち

文ぶ
ん

と
も
軌き

を
一い

つ
に
し

て
い
る
。

　

上か
み

和や
わ

ら
ぎ
、
下し

も

睦む
つ

び
て
事こ

と

を
論

あ
げ
つ
らふ
に
諧か

な

ひ
ぬ
る
と
き
は
、

則す
な
はち
事じ

理り

自お
の

ず
か
ら
通か

よ

ふ
。
何な

に

事ご
と

か
成な

ら
ざ
ら
む

（
和わ

気き

藹あ
い

々あ
い

と
議ぎ

論ろ
ん

を
尽つ

く
せ
ば
、
物も

の

事ご
と

の
道ど

う

理り

が
通と

お

る
、
そ

う
な
れ
ば
、
出で

来き

な
い
事こ

と

な
ど
あ
ろ
う
か
）［
Ａ
］

　
こ
れ
は
正ま

さ

し
く
我わ

が
国く

に

の
「
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

」
の
伝で

ん

統と
う

［
Ｂ
］

そ
の
も
の
で
あ
り
、
近き

ん

代だ
い

西せ
い

洋よ
う

の
議ぎ

会か
い

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に
も
通つ

う

ず
る
も
の
だ
。

　

内う
ち

に
お
い
て
は
幕ば

く

府ふ

を
廃は

い

し
て
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

に
立た

ち

返か
え

り
、外そ

と

に
対た

い

し
て
は
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
「
公こ

う

道ど
う

」
を
歩あ

ゆ

み
、か
つ
、

世せ

界か
い

の
知ち

識し
き

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
取と

り
入い

れ
て
国こ

っ

家か

の
繁は

ん

栄え
い

を
も
た

ら
そ
う
と
い
う
堂ど

う

々ど
う

た
る
国こ

っ

家か

像ぞ
う

が
描え

が

か
れ
て
い
る
。
そ
う
い

う
国こ

っ

家か

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
た
め
に
、
国こ

く

民み
ん

と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持も

ち
場ば

で
自み

ず
か
ら
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
目め

指ざ

し
て
活い

き
活い

き
と
励は

げ

ん
で
い
こ
う
、

と
い
う
ま
さ
に
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
姿す

が
たが
描か

か
れ
て
い
る
。

　

国こ
く

民み
ん

が
こ
の
御ご

誓せ
い

文も
ん

を
ど
の
よ
う
に
読よ

ん
だ
の
か
、
面お

も

白し
ろ

い

逸い
つ

話わ

が
遺の

こ

さ
れ
て
い
る
。
秩ち

ち

父ぶ

の
博ば

く

徒と

・
落お

ち

合あ
い

寅と
ら

吉き
ち

は
御ご

誓せ
い

文も
ん

と
そ
れ
に
伴と

も
な
う
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

御ぎ
ょ

製せ
い

（
御お

歌う
た

）
に
感か

ん

激げ
き

し
て
、

博ば
く

徒と

稼か

業ぎ
ょ
うか
ら
足あ

し

を
洗あ

ら

い
、
困こ

ん

窮き
ゅ
うし
て
い
た
農の

う

民み
ん

を
救す

く

う
秩ち

ち

父ぶ

困こ
ん

民み
ん

党と
う

の
幹か

ん

部ぶ

と
し
て
活か

つ

躍や
く

し
た
。
そ
の
自じ

伝で
ん

に
は
次つ

ぎ

の

よ
う
に
書か

か
れ
て
い
る
。

　
御ご

誓せ
い

文も
ん

御ぎ
ょ

製せ
い　
専せ

ん

制せ
い

政せ
い

府ふ

過あ
や
まチ
ト
信し

ん

シ
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

ニ
決け

っ

ス

ベ
シ

　
あ
や
ま
ち
を
諫い

さ

め
か
は
し
て
国く

に

の
為た

め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力ち

か
らを
つ
く
せ
大ま

す

丈ら

夫お

の
友と

も

　
高た

か

岸ぎ
し

善ぜ
ん

吉き
ち

落お
ち

合あ
い

寅と
ら

一い
ち

右み
ぎ

是こ
れ

二に

非ひ

常じ
ょ
うニ
感か

ん

銘め
い

感か
ん

激げ
き

感か
ん

発ぱ
つ

シ
タ
リ

［
１
，　
Ｐ
４
６
］

　

国く
に

の
あ
ち
こ
ち
に
旧

き
ゅ
う

幕ば
く

府ふ

時じ

代だ
い

以い

来ら
い

の
問も

ん

題だ
い

が
山さ

ん

積せ
き

し
て

い
た
。「
万ば

ん

民み
ん

保ほ

全ぜ
ん

ノ
道み

ち

ヲ
立た

て

ン
ト
ス
」
と
の
御み

心こ
こ
ろに
接せ

っ

し
た

落お
ち

合あ
い

寅と
ら

吉き
ち

は
、
高こ

う

利り

貸が

し
た
ち
に
苦く

る

し
め
ら
れ
る
農の

う

民み
ん

た
ち

の
姿す

が
た
に
改あ

ら
た
め
て
同ど

う

情じ
ょ
うし
た
の
だ
ろ
う
。
農の

う

民み
ん

た
ち
の
声こ

え

を
圧あ

っ

迫ぱ
く

す
る
よ
う
な
「
専せ

ん

制せ
い

政せ
い

府ふ

」
は
「
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

に
決け

っ

す
べ
し
」

と
の
御ご

誓せ
い

文も
ん

に
反は

ん

す
る
。
そ
う
い
う
「
あ
や
ま
ち
を
諫い

さ

め
か
わ

し
て
国く

に

の
為た

め

力ち
か
らを
つ
く
せ
」
と
天て

ん

皇の
う

様さ
ま

は
呼よ

び
か
け
ら
れ
て
い

る
。

　
こ
の
呼よ

び
か
け
に
応こ

た

え
て
こ
そ
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
よ
う
な
も
の

で
も
天て

ん

皇の
う

様さ
ま

か
ら
「
大ま

す

丈ら

夫お

の
友と

も

」
と
呼よ

ん
で
い
た
だ
け
る

の
だ
。
そ
こ
に
落お

ち

合あ
い

ら
は
「
非ひ

常じ
ょ
うニ
感か

ん

銘め
い

感か
ん

激げ
き

感か
ん

発ぱ
つ

」
し
た
。

こ
う
し
て
様さ

ま

々ざ
ま

な
問も

ん

題だ
い

を
、
国こ

く

民み
ん

が
「
諫い

さ

め
か
わ
す
」
よ
う
、

御ぎ
ょ

製せ
い

は
励は

げ

ま
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
国こ

く

民み
ん

が
力ち

か
らを
合あ

わ
せ
て

「
万ば

ん

民み
ん

保ほ

全ぜ
ん

」
を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
道み

ち

で
あ
っ
た
。

　
「
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
は
海か

い

外が
い

か
ら
も
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
た
。
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

が
崩ほ

う

御ぎ
ょ

さ
れ
た
際さ

い

に
、
時と

き

の
香ほ

ん

港こ
ん

英え
い

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

「
デ
ー
リ
ー
・

プ
レ
ス
」
が
掲け

い

載さ
い

し
た
追つ

い

悼と
う

記き

事じ

に
「
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
へ
の
言げ

ん

及き
ゅ
うが

あ
る
。
英え

い

国こ
く

統と
う

治ち

下か

の
香ほ

ん

港こ
ん

で
の
英え

い

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

な
の
で
、
同ど

う

地ち

の
英え

い

人じ
ん

の
執し

っ

筆ぴ
つ

だ
ろ
う
。
現げ

ん

代だ
い

語ご

訳や
く

の
み
掲か

か

げ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

幕ば

く

末ま

つ

、
敗は

い

戦せ

ん

後ご

と
二に

度ど

の
国こ

く

難な

ん

を
、
我わ

れ

々わ

れ

の
先せ

ん

祖ぞ

は
国こ

く

是ぜ

「
五ご

箇か

条じ
ょ
う

の
御ご

誓せ

い

文も

ん

」
の
も
と
に
力ち

か
ら

を
結け

っ

集し
ゅ
う

し
て
乗の

り
越こ

え
て
き
た
。

（３） ２０１９年第５３３２号 	 ９月	２１日	（土曜日）

　
果は

た
し
て
陛へ

い

下か

が
御ご

誓せ
い

文も
ん

の
意い

味み

を
了

り
ょ
う

解か
い

さ
れ
る
御お

年と
し

に

達た
っ

せ
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
は
疑う

た
がわ
し
い
と
言い

え
ど
も
（
Ｊ

Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：　
当と

う

時じ

、
陛へ

い

下か

は
満ま

ん

１
４
歳さ

い

）、
陛へ

い

下か

の
輔ほ

弼ひ
つ

者し
ゃ

が
こ
れ
を
意い

味み

深ぶ
か

い
宣せ

ん

言げ
ん

と
し
よ
う
と
欲ほ

っ

し
た
事こ

と

は
明め

い

白は
く

で
、

そ
の
後ご

の
事じ

実じ
つ

は
さ
ら
に
こ
れ
を
証

し
ょ
う

明め
い

し
て
い
る
。

　
陛へ

い

下か

は
初は

じ

め
は
受じ

ゅ

動ど
う

的て
き

で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
輔ほ

翼よ
く

者し
ゃ

が

千せ
ん

辛し
ん

万ば
ん

苦く

し
て
得え

た
智ち

識し
き

を
着

ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うさ
れ
、
能の

う

動ど
う

的て
き

に

変か

わ
ら
れ
て
い
っ
た
。
か
く
し
て
陛へ

い

下か

は
４
０
年ね

ん

間か
ん

で
、
鎖さ

国こ
く

を
し
て
い
た
日に

本ほ
ん

を
見み

事ご
と

に
世せ

界か
い

の
富ふ

強き
ょ
うな
進し

ん

歩ぽ

的て
き

国こ
っ

家か

の

一ひ
とつ
に
変へ

ん

革か
く

す
る
運う

ん

動ど
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
り
、
偉い

大だ
い

な
遺い

産さ
ん

を
子し

孫そ
ん

に
残の

こ

さ
れ
た
。［
１
，　
Ｐ
４
４
］

　

西さ
い

郷ご
う

、
大お

お

久く

保ぼ

、
木き

戸ど

、
伊い

藤と
う

ら
重

じ
ゅ
う

臣し
ん

た
ち
か
ら
、
輔ほ

弼ひ
つ

、
教

き
ょ
う

育い
く

せ
ら
れ
つ
つ
、
次し

第だ
い

に
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

は
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの

御ご

誓せ
い

文も
ん

」
の
精せ

い

神し
ん

を
自み

ず
か
ら
の
も
の
と
さ
れ
、
国こ

っ

家か

統と
う

治ち

に
生い

か
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
幕ば

く

末ま
つ

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

転て
ん

落ら
く

の
危き

機き

は

回か
い

避ひ

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

は
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
中な

か

で
唯ゆ

い

一い
つの
独ど

く

立り
つ

し
た
近き

ん

代だ
い

国こ
っ

家か

建け
ん

設せ
つ

に
成せ

い

功こ
う

し
た
の
で
あ
る
。

　

大だ
い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

敗は
い

戦せ
ん

後ご

も
、
幕ば

く

末ま
つ

と
同ど

う

様よ
う

の
国こ

く

難な
ん

だ
っ
た
。

そ
の
敗は

い

戦せ
ん

か
ら
４
か
月げ

つ

後ご

、
昭

し
ょ
う

和わ

２
１
（
１
９
４
６
）
年ね

ん

元が
ん

日じ
つ

に
発は

っ

せ
ら
れ
た
の
が
「
新し

ん

日に

本ほ
ん

建け
ん

設せ
つ

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

」
だ
っ
た
。

　
こ
の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

は
、
国く

に

史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め
て
外が

い

国こ
く

人じ
ん

、
す
な
わ
ち
占せ

ん

領
り
ょ
う

軍ぐ
ん

主し
ゅ

導ど
う

に
よ
っ
て
原げ

ん

案あ
ん

が
起き

草そ
う

さ
れ
た
。
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

の
主し

ゅ

眼が
ん

は

「
天て

ん

皇の
う

ヲ
以も

っ

テ
現あ

き

御つ
み

神か
み

ト
シ
、・
・
・
延ひ

い

テ
世せ

界か
い

ヲ
支し

配は
い

ス
ベ

キ
運う

ん

命め
い

ヲ
有ゆ

う

ス
ト
ノ
架か

空く
う

ナ
ル
観か

ん

念ね
ん

ニ
基も

と
づ
ク
モ
ノ
ニ
モ
非あ

ら

ズ
」

と
い
う
詔

し
ょ
う

書し
ょ

の
部ぶ

分ぶ
ん

に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

草そ
う

稿こ
う

を
読よ

ま
れ
た
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
、
冒ぼ

う

頭と
う

に
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
を
掲か

か

げ
る
こ
と
を
指さ

し

示し
め

さ
れ
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
次つ

ぎ

の

よ
う
に
語か

た

ら
れ
て
い
る
。

　
は
じ
め
の
案あ

ん

で
は
、
五ご

箇か

條じ
ょ
うノ
御ご

誓せ
い

文も
ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
ら
だ

れ
で
も
知し

っ
て
い
る
の
で
、
あ
ん
ま
り
詳く

わ

し
く
入い

れ
る
必ひ

つ

要よ
う

は

な
い
と
思お

も
っ
た
が
、
幣し

で

原は
ら

総そ
う

理り

を
通つ

う

じ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元げ

ん

帥す
い

に
示し

め

し
た
と
こ
ろ
、
マ
元げ

ん

帥す
い

が
非ひ

常じ
ょ
うに
称

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ
、
全ぜ

ん

文ぶ
ん

を

発は
っ

表ぴ
ょ
うし
て
も
ら
い
た
い
と
希き

望ぼ
う

さ
れ
た
の
で
、
国こ

く

民み
ん

及お
よ

び
外が

い

国こ
く

に
示し

め

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。［
２
］

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
「
非ひ

常じ
ょ
うに
称

し
ょ
う

賛さ
ん

」
し
た
と
い
う
点て

ん

が
面お

も

白し
ろ

い
。
我わ

が
国く

に

の
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

は
、
欧お

う

米べ
い

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に

も
共

き
ょ
う

鳴め
い

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
上

じ
ょ
う

記き

の
ご
発は

つ

言げ
ん

の
前ま

え

に
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
話は

な

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
（
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

を
引い

ん

用よ
う

す
る
事こ

と

）
が
実じ

つ

は
、
あ

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

の
一い

ち

番ば
ん

の
目も

く

的て
き

で
あ
っ
て
、
神し

ん

格か
く

と
か
そ
う
い
う
こ
と

は
二に

の
問も

ん

題だ
い

で
し
た
。
当と

う

時じ

は
ア
メ
リ
カ
そ
の
他ほ

か

諸し
ょ

外が
い

国こ
く

の

勢せ
い

力り
ょ
くが
強つ

よ

く
、
日に

本ほ
ん

が
圧あ

っ

倒と
う

さ
れ
る
心し

ん

配ぱ
い

が
あ
っ
た
の
で
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
採さ

い

用よ
う

さ
れ
た
の
は
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

で
あ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
決け

っ

し
て
輸ゆ

入に
ゅ
うの
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示し

め

す

必ひ
つ

要よ
う

が
あ
っ
た
。

　
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

民み
ん

が
誇ほ

こ

り
を
忘わ

す

れ
て
は
非ひ

常じ
ょ
うに
具ぐ

合あ
い

が
悪わ

る

い
と

思お
も
っ
て
、
誇ほ

こ

り
を
忘わ

す

れ
さ
せ
な
い
た
め
に
あ
の
宣せ

ん

言げ
ん

を
考か

ん
がえ
た

の
で
す
。［
２
］

　

か
く
し
て
、
発は

っ

せ
ら
れ
た
「
新し

ん

日に

本ほ
ん

建け
ん

設せ
つ

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

」
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
始は

じ

ま
る
。

　
茲こ

こ

ニ
新し

ん

年ね
ん

ヲ
迎む

か

フ
。
顧か

え
り
ミ
レ
バ
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

明め
い

治じ

ノ
初

は
じ
め

国こ
く

是ぜ

ト
シ
テ
五ご

箇か

条じ
ょ
うノ
御ご

誓せ
い

文も
ん

ヲ
下く

だ

シ
給た

ま

ヘ
リ
。
曰い

わ

ク
、（「
五ご

箇か

条じ
ょ
う」
の
全ぜ

ん

文ぶ
ん

引い
ん

用よ
う

）

　
叡え

い

旨し

公こ
う

明め
い

正せ
い

大だ
い

、
又ま

た

何な
に

ヲ
カ
加く

わ

ヘ
ン
。
朕ち

ん

ハ
茲こ

こ

ニ
誓ち

か
いヲ
新あ

ら
たニ

シ
テ
国こ

く

運う
ん

ヲ
開ひ

ら

カ
ン
ト
欲ほ

っ

ス
。

　
「
朕ち

ん

ハ
茲こ

こ

ニ
誓ち

か
い
ヲ
新あ

ら
たニ
シ
テ
」
と
は
、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

が
神か

み

に
誓ち

か

わ
れ
た
、
そ
の
誓ち

か

い
を
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
新あ

ら

た
に
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
五ご

箇か

条じ
ょ
うを
「
国こ

く

是ぜ

」
と
し
て
、
敗は

い

戦せ
ん

の
ど
ん

底ぞ
こ

か
ら
「
国こ

く

運う
ん

ヲ
開ひ

ら

カ
ン
ト
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

は
後の

ち

に
、「
天て

ん

皇の
う

の
人に

ん

間げ
ん

宣せ
ん

言げ
ん

」
と
呼よ

ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、「
人に

ん

間げ
ん

」
や
「
宣せ

ん

言げ
ん

」
と
い
う
文も

ん

言ご
ん

は
な
く
、

発は
っ

表ぴ
ょ
う

当と
う

日じ
つ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

の
見み

出だ

し
も
、「
年ね

ん

頭と
う

、
国こ

く

運う
ん

振し
ん

興こ
う

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

を
渙か

ん

発ぱ
つ　

平へ
い

和わ

に
徹て

っ

し
民み

ん

生せ
い

向こ
う

上じ
ょ
う、
思し

想そ
う

の
混こ

ん

乱ら
ん

を
御ご

珍ち
ん

念ね
ん

」（
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

）
と
な
っ
て
お
り
、
当と

う

時じ

の
国こ

く

民み
ん

が
こ
の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

を
「
人に

ん

間げ
ん

宣せ
ん

言げ
ん

」
な
ど
と
受う

け
取と

っ
た
気け

配は
い

は
な
い
。［
１
，　

Ｐ
６
１
］

　

そ
も
そ
も
天て

ん

皇の
う

が
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

の
言い

う
「
神か

み

」
な
ど
で

は
な
い
こ
と
は
当と

う

時じ

の
国こ

く

民み
ん

に
と
っ
て
は
言い

わ
ず
も
が
な
の
事こ

と

で
あ
っ
た
か
ら
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

の
意い

向こ
う

は
空か

ら

振ぶ

り
に
終お

わ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
、
こ
と
さ
ら
に
「
天て

ん

皇の
う

の
人に

ん

間げ
ん

宣せ
ん

言げ
ん

」
な
ど

と
偽ぎ

称し
ょ
うし
、「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

で
は
な
い
」
と
す
る
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
ご
意い

向こ
う

を
封ふ

う

殺さ
つ

し
た
の
は
、
戦せ

ん

後ご

左さ

翼よ
く

の
歴れ

き

史し

歪わ
い

１
．
国こ

く

難な
ん

突と
っ

破ぱ

と

        

万ば
ん

民み
ん

保ほ

全ぜ
ん

の
た
め
の「
国こ

く

是ぜ

」
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２
．
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

が
神か

み

に
誓ち

か

わ
れ
た

         「
御ご

誓せ
い

文も
ん

」

３
．「
五ご

箇か

条じ
ょ
う

の
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
が

         

描え
が

く
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
姿す

が
た

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
９
０
）　
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
の
エ

ネ
ル
ギ
ー

　

議ぎ

会か
い

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
自じ

由ゆ
う

主し
ゅ

義ぎ

経け
い

済ざ
い

を
指さ

し
示し

め

し
た
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」は
、わ
が
国く

に

の「
根ね

っ
こ
」か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
全ぜ

ん

開か
い

に
し
た
。
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Ｏ
Ｇ
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０
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２
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日に

本ほ
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

か
？

　

神し
ん

話わ

時じ

代だ
い

か
ら
、
明め

い

治じ

ま
で
に
い
た
る
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

。
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【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　

国こ
く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

（
編へ

ん

）『
入

に
ゅ
う

門も
ん

・
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん　

国こ
く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

入に
ゅ
う

門も
ん

選せ
ん

書し
ょ　

第だ
い

三さ
ん

巻か
ん

』
国こ

く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究
き
ゅ
う

会か
い

、
Ｒ
０
１

４
．「
衆し

ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

」
の

         
伝で

ん

統と
う

に
立た

ち
戻も

ど

る

７
．「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は

　
　

   

輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

で
は
な
い
」

曲き
ょ
くで
あ
る
。

　

そ
の
歴れ

き

史し

歪わ
い

曲き
ょ
くに
よ
っ
て
、
我わ

が
国く

に

近き
ん

代だ
い

の
二に

大だ
い

国こ
く

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
た
「
国こ

く

是ぜ

」

を
も
忘わ

す

れ
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ

幸さ
い
わい
な
こ
と
に
、「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」

は
今い

ま

も
生い

き
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
教

き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

等な
ど

は
衆

し
ゅ
う

参さ
ん

両り
ょ
う

院い
ん

で
排は

い

除じ
ょ

・
失し

っ

効こ
う

の
決け

つ

議ぎ

が
な
さ
れ
た
が
、
戦せ

ん

後ご

、
発は

っ

せ
ら

れ
た
「
新し

ん

日に

本ほ
ん

建け
ん

設せ
つ

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

」
は
含ふ

く

め
ら

れ
ず
、「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
は
そ
こ
に

引い
ん

用よ
う

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
が
国こ

く

民み
ん

を
結け

っ

集
し
ゅ
う

す
る
上う

え

で
非ひ

常じ
ょ
うな
力ち

か
ら
が
あ
っ
た
の
は
、
衆

し
ゅ
う

議ぎ

公こ
う

論ろ
ん

の
伝で

ん

統と
う

に
根ね

ざ
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
逆ぎ

ゃ
く
に
言い

え
ば
、「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
を
味み

読ど
く

す
る
こ
と
で
、
我わ

れ

々わ
れ

は
我わ

が

国く
に

の
国こ

く

体た
い

の
根ね

っ
こ
に
迫せ

ま

っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
「
根ね

っ
こ
」
か
ら
国こ

く

難な
ん

を

突と
っ

破ぱ

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得え

ら
れ
る
こ
と

は
、
我わ

が
国こ

く

史し

が
証

し
ょ
う

明め
い

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

５
．
博ば

く

徒と

の
「
感か

ん

銘め
い

感か
ん

激げ
き

感か
ん

発ぱ
つ

」

６
．「
世せ

界か
い

の
富ふ

強き
ょ
うな
進し

ん

歩ぽ

的て
き

国こ
く

民み
ん

に

         

変へ
ん

革か
く

す
る
運う

ん

動ど
う

」

８
．「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
は

          

生い

き
て
い
る
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Executivos da Tepco são inocentados 
em julgamento sobre acidente 
nuclear da usina Fukushima 1

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Executivos da Tepco (19/09/2019)

Um tribunal japonês de-
cidiu pela inocência de três 
ex-executivos da Compa-
nhia de Energia Elétrica de 
Tóquio acusados de negli-
gência no acidente nuclear 
de 2011 na usina nuclear 
Fukushima 1.
O ex-presidente do con-
selho de administração 
da Tepco, Tsunehisa Kat-
sumata, e dois ex-vice
-presidentes da empresa, 
Ichiro Takekuro e Sakae 
Muto, foram inocentados 
pelo Tribunal Distrital de 

Tóquio das acusações de 
negligência profissional 
seguida de morte e lesão 
corporal. Todos os três ne-
garam as acusações e se 
declararam inocentes.
Promotores públicos ha-
viam decidido não denun-
ciar os três em 2013, mas 
um painel de cidadãos se-
lecionados aleatoriamente 
votou posteriormente para 
que eles fossem a julga-
mento, levando à denúncia 
obrigatória por advogados 
indicados pelo Tribunal em 

2016.
As audiências tiveram iní-
cio no Tribunal Distrital de 
Tóquio em junho de 2017, 
e 37 sessões foram realiza-
das.
Os advogados nomeados 
pelo Tribunal, que exerce-
ram a função de promo-
tores, pediram penas de 5 
anos de prisão. Eles alega-
ram que os três executivos 
poderiam ter previsto o 
grande tsunami após su-
bordinados terem apresen-
tado cálculos indicando 

que um desastre do gênero 
poderia atingir a usina. Os 
advogados disseram que 
os executivos deveriam ter 
optado por desativar os re-
atores.
Os três acusados disseram 
que o fundamento dos cál-
culos não era confiável, e 
que seguiram passos racio-
nais ao delegar a questão à 
Sociedade de Engenheiros 
Civis do Japão para análi-
se. Eles argumentaram que 
não poderiam ter antecipa-
do ou previsto o acidente.

Ex-moradores de Fukushima lamentam decisão 
judicial em favor de operadora de usina nuclear

Ex-moradores de Fukushima (19/09/2019)

Uma das autoras de uma 
ação contra a Companhia 
de Energia Elétrica de Tó-
quio por negligência crimi-
nal disse que nunca pensou 
que o tribunal iria inocen-
tar os três ex-funcionários 
da empresa sendo julga-
dos.
Saeko Uno faz parte do 
grupo de civis que deu 

entrada na ação contra a 
Tepco. A ex-moradora de 
Fukushima tem morado 
em Kyoto desde o acidente 
nuclear de 2011.
Em meio a lágrimas, ela 
declarou que nunca iria 
aceitar a decisão e que 
continuaria a lutar contra 
a Tepco para ajudar a fazer 
do Japão um país do qual 

Copa Mundial de Rugby tem 
início no Japão

Conselheiro da Casa Branca 
diz que Japão e EUA podem 
assinar acordo comercial na 
semana que vem

Índice de aprovação do 
presidente da Coreia do Sul 
cai para 40%

Rugby  (20/09/2019)

EUA  (18/09/2019)

Coreia do Sul   (20/09/2019)

A Copa Mundial de Ru-
gby tem início no Japão 
nesta sexta-feira. Esta é a 
primeira vez que o torneio 
é realizado na Ásia.
O campeonato deverá con-
tinuar até o dia 2 de no-
vembro, com um total de 
48 partidas programadas 
para serem realizadas em 
12 distintos locais. Vinte 
equipes vão participar da 
fase de grupos.
Irlanda, Escócia, Japão, 
Rússia e Samoa estão no 
Grupo A .
Nova Zelândia, África do 
Sul, Itália, Namíbia e Ca-
nadá fazem parte do Grupo 
B.
Inglaterra, França, Argen-
tina, Estados Unidos e 
Tonga estão no Grupo C.
Austrália, País de Gales, 
Geórgia, Fiji e Uruguai fa-
zem parte do Grupo D.

O conselheiro econômico 
da Casa Branca disse que 
os EUA e o Japão plane-
jam realizar uma cúpula na 
quarta-feira da semana que 
vem e é provável que assi-
nem um acordo comercial 
na ocasião.
O presidente do Conselho 
Nacional da Economia, 
Larry Kudlow, falou em 
uma conferência nipo-a-
mericana de negócios na 
terça-feira em Washington. 
Kudlow disse que não é 
uma surpresa que EUA e 
Japão tenham se tornado 
mais próximos conforme 
negociam um acordo co-

O índice de aprovação 
do presidente da Coreia do 
Sul, Moon Jae-in, chegou a 
um nível mais baixo de 40 
por cento.
A Gallup Korea divulgou, 
na sexta-feira, os resulta-
dos de uma pesquisa rea-
lizada entre terça e quinta-
feira, com a participação 
de mil pessoas.
O índice de aprovação do 
presidente caiu 3 pontos 
percentuais em relação a 
duas semanas atrás. É o 
menor número desde que 
assumiu o cargo em maio 

A partida de abertura entre 
o Japão e a Rússia acon-
tecerá num estádio de Tó-
quio, às 19h45, hora local, 
desta sexta-feira. O Japão 
ocupa o décimo lugar no 
ranking mundial, sendo 
que a Rússia está no vigé-
simo.
O Japão visa ficar entre 
as oito equipes das finais, 
pela primeira vez em sua 
história. A equipe japonesa 
derrotou a África do Sul na 
Copa Mundial anterior, re-
alizada na Inglaterra.
A Nova Zelândia está ten-
tando se tornar a primeira 
equipe a vencer pela ter-
ceira vez consecutiva a 
Copa Mundial de Rugby. 
Ela enfrenta a África do 
Sul, no sábado, e a partida 
é uma das mais esperadas 
pelos torcedores na fase de 
grupos.

mercial, e que uma reunião 
bilateral entre o presidente 
americano, Donald Trump, 
e o premiê japonês, Shin-
zo Abe, será realizada na 
quarta-feira que vem.
Ele deu a entender que os 
líderes devem assinar um 
acordo na cúpula, que será 
realizada nos bastidores da 
Assembleia Geral das Na-
ções Unidas em Nova York 
neste mês.
Trump e Abe confirmaram 
no mês passado um acordo 
inicial sobre o pacto co-
mercial. Detalhes do acor-
do devem ser apresentados 
após sua assinatura.

de 2017.
A taxa de rejeição, por 
sua vez, aumentou 4 pon-
tos, atingindo um recorde 
de 53 por cento. Entre as 
pessoas que desaprovam 
Moon, cerca de 30 por 
cento citaram nomeações 
de pessoal como motivo de 
sua insatisfação.
Moon indicou, neste mês, 
um assessor próximo, Cho 
Kuk, para o cargo de mi-
nistro da Justiça, apesar 
do envolvimento em uma 
série de escândalos de cor-
rupção.

seus filhos possam se or-
gulhar.
Outra participante do gru-
po, Keiko Sasaki, disse 
acreditar que o veredito foi 
tendencioso e em favor da 
Tepco.
Segundo ela, a decisão não 
leva em consideração que 
o acidente nuclear resultou 
na morte de 44 pacientes 

acamados de um hospital 
próximo entre muitas ou-
tras fatalidades, além de 
deixar muitos moradores 
que tiveram de evacuar a 
área sofrendo por anos.
Sasaki disse sentir que a 
justiça não foi feita e que 
desejava que o tribunal ti-
vesse sido imparcial.

Japão pode realizar negociações com a 
Coreia do Sul sobre controles de exportação

Coreia do Sul   (20/09/2019)

O governo japonês anun-
ciou na sexta-feira que vai 
entrar em negociação com a 
Coreia do Sul sobre contro-
les de exportação impostos 
por Tóquio.
A Coreia do Sul iniciou nes-
te mês procedimentos para 
apresentar uma reclamação 
à Organização Mundial do 
Comércio sobre as medidas 

japonesas. Seul pede que 
Tóquio realize negociações 
bilaterais sobre a questão, 
já que são uma exigência 
para buscar a arbitragem da 
OMC.
O Japão passou a impor con-
troles de exportação mais 
rigorosos em julho para três 
tipos de materiais destinados 
à Coreia do Sul. Esses ma-

teriais são utilizados na fa-
bricação de produtos de tec-
nologia avançada, incluindo 
semicondutores.
Seul disse que a medida ado-
tada por Tóquio tem motiva-
ção política, e é discrimina-
tória contra a Coreia do Sul.
Entretanto, o Japão diz que 
essas medidas são necessá-
rias para uma gestão adequa-

da de exportações, e não vio-
lam as regras da OMC.
Os dois lados precisam che-
gar a um acordo dentro de 60 
dias do início das negocia-
ções se quiserem evitar que 
o caso chegue a um painel 
arbitral da OMC.
Entretanto, as duas nações 
permanecem distantes, o que 
deve garantir que se enfren-
tem perante a OMC.

Falta de energia elétrica em grande 
escala continua na província de Chiba

Outra tempestade tropical poderá atingir 
Japão neste fim de semana

Banco do Japão mantém inalterado 
o afrouxamento monetário

Chiba (20/09/2019)

Outra tempestade tropical (20/09/2019)

Banco do Japão (19/09/2019)

A falta de energia elétrica 
em grande escala continua 
ocorrendo na província de 
Chiba, ao leste de Tóquio, 
desde que o tufão Faxai 
atingiu a área, mais de 10 
dias atrás.
A Companhia de Energia 

Uma outra grande tempes-
tade tropical está se aproxi-
mando do Japão e poderá 
afetar grandes áreas do país 
nos três dias de feriados 
deste fim de semana.
A Agência de Meteorologia 
do Japão diz que o tufão Ta-

O Banco do Japão decidiu 
manter sua atual política de 
afrouxamento monetário 
inalterada. No entanto, afir-
mou que precisa observar 
atentamente para a possibi-
lidade de que o ímpeto da 
taxa de estabilidade dos pre-
ços perca força em meio à 
desaceleração da economia 

Elétrica de Tóquio disse 
que, segundo dados das 
16h30 desta sexta-feira, a 
eletricidade ainda não está 
sendo fornecida para cer-
ca de 16.000 moradias na 
província.
Foram descobertos que, 

pah está se movendo rumo 
ao oeste sobre as águas do 
sul da província sulina de 
Okinawa.
A tempestade está se mo-
vendo a uma velocidade de 
10 km por hora nesta sex-
ta-feira de manhã e, no sá-

global.
Autoridades do banco cen-
tral fizeram o anúncio na 
quinta-feira, ao final de sua 
reunião de dois dias de du-
ração.
O banco irá continuar a 
comprar títulos do governo 
no mesmo ritmo. Ele plane-
ja manter os títulos referen-

no mínimo, oito incên-
dios, que se acreditam te-
rem sido causados por ca-
bos elétricos danificados, 
ocorreram em Chiba até 
quinta-feira.
Uma vez que a energia é 
restaurada, os cabos da-

bado, deverá mudar o curso 
rumo ao norte, em direção 
a Okinawa, e, no domingo, 
dirigir-se para Kyushu, tra-
zendo fortes ventos.
Chuvas fortes também de-
verão cair em Okinawa e 
na parte sul de Kyushu até 

ciais de 10 anos por volta de 
zero por cento.
A meta de juros de curto 
prazo continua em menos 
0,1 por cento. Isso signifi-
ca que bancos comerciais 
continuarão a pagar juros ao 
Banco do Japão.
Os bancos centrais de Es-
tados Unidos e Europa já 

nificados podem queimar 
quando a corrente elétrica 
passa por eles. Especialis-
tas no assunto advertem os 
moradores a desconectar 
os aparelhos elétricos das 
tomadas e checar os cabos 
antes de usá-los.

domingo.
Durante as próximas 24 ho-
ras, até sábado de manhã, 
preveem-se precipitações de 
até 150 milímetros na parte 
sul de Kyushu, e de 120 mi-
límetros em Okinawa.

expandiram seus programas 
de afrouxamento monetá-
rio devido a preocupações 
quanto à economia global. 
O Banco do Japão parece 
ter chegado à conclusão de 
que a situação não requer 
uma tomada de ações no 
momento.
Em julho, o banco central 
japonês anunciou que, caso 
seja necessário, irá aumen-
tar o afrouxamento mone-
tário.
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し
て
き
た
」。

　

シ
ン
ト
ラ
国こ

く

税ぜ
い

庁ち
ょ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

は
税ぜ

い

制せ
い

簡か
ん

素そ

化か

の
た
め
に
、

連れ
ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

か
ら
の
反は

ん

発ぱ
つ

が
強つ

よ

い
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｆ
（
通つ

う

称し
ょ
う

小こ

切ぎ
っ

手て

税ぜ
い

）
の
税ぜ

い

制せ
い

改か
い

革か
く

案あ
ん

へ
の
導ど

う

入に
ゅ
うを
以い

前ぜ
ん

か
ら
強つ

よ

く
主し

ゅ

張ち
ょ
うし

て
き
た
。
そ
の
姿し

勢せ
い

が
議ぎ

員い
ん

か
ら
嫌き

ら

わ
れ
て
圧あ

つ

力り
ょ
くが
高た

か

ま

り
、
手し

ゅ

術じ
ゅ
つ

入に
ゅ
う

院い
ん

中ち
ゅ
うで
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

職し
ょ
くも
休

き
ゅ
う

職し
ょ
く

中ち
ゅ
うだ
っ
た
に
も

関か
か

わ
ら
ず
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

は
突と

つ

然ぜ
ん

、
解か

い

任に
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た

と
い
わ
れ
る
。

　

創そ
う

立り
つ

メ
ン
バ
ー
の
中な

か

に
は

元も
と

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

事じ

の
シ
ジ
ネ
イ
・

サ
ン
シ
ェ
ス
氏し

、
連れ

ん

邦ぽ
う

高こ
う

等と
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

元も
と

判は
ん

事じ

の
上う

え

田だ

雅ま
さ

三み

氏し

、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ア
ヴ
ィ
ラ

Ｕ
Ｓ
Ｐ
教き

ょ
う

授じ
ゅ

、
パ
ラ
イ
バ
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

の
エ
ド
ア
ル
ド
・
メ

デ
イ
ロ
ス
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

、
ブ
ラ
ジ
リ

ア
総そ

う

合ご
う

大だ
い

学が
く

の
マ
ル
ク
ス
・

カ
ル
デ
イ
ラ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

、
サ
ン
パ
ウ

ロ
Ｐ
Ｕ
Ｃ
大だ

い

学が
く

の
ア
ン
ト
ニ

オ
・
ロ
ッ
キ
・
カ
レ
ッ
ザ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

ら
法ほ

う

学が
く

界か
い

の
錚そ

う
そ
う々

た
る
メ
ン

バ
ー
が
並な

ら

ん
で
い
る
。

　

原は
ら

田だ

氏し

は
「
税ぜ

い

制せ
い

を
論ろ

ん

議ぎ

す
る
時と

き

に
は
、
租そ

税ぜ
い

法ほ
う

だ
け

詳く
わ

し
く
て
も
ダ
メ
。
そ
れ
が

行ぎ
ょ
う

政せ
い

上じ
ょ
うで
ど
ん
な
効こ

う

果か

を

発は
っ

揮き

す
る
の
か
、
政せ

い

府ふ

の
財ざ

い

政せ
い

が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

観か
ん

点て
ん

も
し
っ
か
り
見み

極き
わ

め
て
、

　

池い
け

崎ざ
き

商し
ょ
う

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

の
国こ

く

際さ
い

美び

容よ
う

見み

本ほ
ん

市い
ち

『
第だ

い

１
５
回か

い

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
フ
ェ
ア
』
が

今こ
ん

月げ
つ

７
日か

か
ら
１
０
日か

ま
で

の
４
日か

間か
ん

、
聖せ

い

市し

内な
い

の
エ
キ

ス
ポ
セ
ン
タ
ー
ノ
ル
テ
で
華は

な

や
か
に
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

最さ
い

大だ
い

の
規き

模ぼ

を
誇ほ

こ

る
同ど

う

フ

ェ
ア
に
は
、
昨さ

く

年ね
ん

を
上う

わ

回ま
わ

る

１
８
万ま

ん

人に
ん

が
来ら

い

場じ
ょ
う。
今こ

年と
し

も

約や
く

５
０
０
の
展て

ん

示じ

場じ
ょ
うが
設せ

っ

置ち

さ
れ
、
１
万ま

ん

５
千せ

ん

以い

上じ
ょ
うの
化け

粧し
ょ
う・
美び

容よ
う

品ひ
ん

メ
ー
カ
ー
が
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

し
た
。

　
「
僕ぼ

く

は
息む

す

子こ

に
い
つ
も
『
サ

ン
パ
ウ
ロ
だ
け
で
な
く
、
世せ

界か
い

を
相あ

い

手て

に
し
な
さ
い
』
と
言い

っ

て
い
る
。
“
誰だ

れ

か
”
が
世せ

界か
い

一い
ち
な
ん
だ
か
ら
、
そ
の
“
誰だ

れ

か
”
に
な
ら
な
き
ゃ
」
―
―

開か
い

会か
い

式し
き

後ご

、
展て

ん

示じ

会か
い

場じ
ょ
うの
中な

か

を
歩あ

る

き
な
が
ら
同ど

う

商し
ょ
う

会か
い

の
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

名め
い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
うに
１
５
年ね

ん

間か
ん

を
振ふ

り
返か

え
っ
て
も
ら
っ
た
際さ

い

に
、
成せ

い

功こ
う

の
秘ひ

訣け
つ

を
そ
う
語か

た

っ
た
。

総そ
う

合ご
う

的て
き

に
判は

ん

断だ
ん

し
て
い
か
な

い
と
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
税ぜ

い

制せ
い

改か
い

革か
く

に
は
な
ら
な
い
。
シ
ン
ト

ラ
氏し

は
そ
れ
を
し
っ
か
り
考か

ん
がえ

て
プ
ラ
ン
を
練ね

っ
て
い
た
。
そ

れ
が
い
き
な
り
解か

い

任に
ん

さ
れ
て

と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
。
政せ

い

府ふ

案あ
ん

を
提て

い

案あ
ん

し
な
い
で
下か

院い
ん

案あ
ん

に
任ま

か

せ
る
政せ

い

府ふ

な
ど
、
無む

責せ
き

　

グ
ロ
ー
バ
ル
市し

場じ
ょ
うを
相あ

い

手て

に
戦

た
た
か

っ
た
結け

っ

果か

、
同ど

う

フ
ェ
ア

は
世せ

界か
い

で
も
米べ

い

国こ
く

に
次つ

ぐ
２

位い

の
規き

模ぼ

と
な
っ
た
と
い
う
。

４
日か

間か
ん

で
講こ

う

演え
ん

や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
も
１
０
０
件け

ん

以い

上じ
ょ
う

開か
い

催さ
い

さ
れ
、
商

し
ょ
う

談だ
ん

額が
く

は

６
億お

く

８
千せ

ん

万ま
ん

レ
ア
ル
余あ

ま

り
に

上の
ぼ

る
。

　

南な
ん

米べ
い

最さ
い

大だ
い

の
規き

模ぼ

を
誇ほ

こ

る

同ど
う

フ
ェ
ア
だ
け
に
、
開か

い

会か
い

式し
き

に
は
約や

く

５
０
０
人に

ん

が
駆か

け
つ

け
た
。
挨あ

い

拶さ
つ

で
登と

う

壇だ
ん

し
た
池い

け

大お
お

久く

保ぼ

さ
ん
、
今い

ま

井い

さ
ん
、

山や
ま

田だ

さ
ん

　

大お
お

久く

保ぼ

ル
イ
ザ
さ
ん
が
指し

導ど
う

す
る
和わ

紙し

絵え

教き
ょ
う

室し
つ

の
生せ

い

徒と

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
た
「
第だ

い

１
０

回か
い

和わ

紙し

絵え

展て
ん

」
が
１
０
月が

つ

５

日か

（
土ど

）、
６
日か

（
日に

ち

）
の
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

ご後
６
時じ

ま

で
、聖せ

い

市し

の
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ
セ・

ホ
テ
ル
（R

u
a G

alvao 
B

u
en

o
, 4

2
5

）
の
地ち

階か
い

奥お
く

の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。
気き

に
入い

っ
た
展て

ん

示じ

作さ
く

品ひ
ん

を
そ
の

場ば

で
購こ

う

入に
ゅ
うで
き
る
。
価か

格か
く

帯た
い

は
５
～
２
千せ

ん

レ
ア
ル
ま
で
。

　

和わ

紙し

絵え

は
ア
リ
ア
ン
サ
で

開か
い

設せ
つ

さ
れ
て
い
る
教

き
ょ
う

室し
つ

の
生せ

い

徒と

に
よ
る
１
２
０
作さ

く

品ひ
ん

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
。
そ
れ
以い

外が
い

に
も
、
専せ

ん

門も
ん

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
押お

し
花ば

な

絵え

、
押お

し
絵え

、
墨す

み

絵え

、

書し
ょ

道ど
う

、
陶と

う

芸げ
い

、
織お

り
布ぬ

の

、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
イ
ラ
ス
ト
、
折お

り
紙が

み

、
切き

り
紙が

み

、
楮

こ
う
ぞ

和わ

紙し

な
ど
の
多た

彩さ
い

な
作さ

く

品ひ
ん

も
１
０
０

点て
ん

ほ
ど
展て

ん

示じ

販は
ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

大お
お

久く

保ぼ

さ
ん
は
「
今こ

年と
し

の
統と

う

一い
つ
テ
ー
マ
は
文ぶ

ん

化か

遺い

産さ
ん

で
、
日に

本ほ
ん

は
雅が

楽が
く

、
ブ
ラ
ジ

ル
は
フ
レ
ー
ボ
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作さ

く

品ひ
ん

を
制せ

い

作さ
く

し
ま
し

た
」
と
説せ

つ

明め
い

し
、
押お

し
花ば

な

絵え

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

・
今い

ま

井い

恵え

美み

さ
ん

も
「
力り

き

作さ
く

が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧ら

ん

に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
指し

導ど
う

者し
ゃ

の
山や

ま

田だ

ミ
ズ
エ
・
フ
ァ
ビ
ア
ナ
さ
ん
は

墨す
み

を
用も

ち

い
た
細こ

ま

か
い
線せ

ん

画が

を

得と
く

意い

と
し
、
当と

う

日じ
つ

も
作さ

く

品ひ
ん

を

展て
ん

示じ

す
る
。「
水す

い

彩さ
い

画が

を
プ
リ

ル
・
パ
ド
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、

「
１
０
年ね

ん

前ま
え

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

文ぶ
ん

化か

祭ま
つ

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
初は

つ

体た
い

験け
ん

し
て
気き

に
入い

り
、
そ
れ
か

ら
ず
っ
と
練れ

ん

習し
ゅ
うし
て
い
る
。
ボ

ク
と
同お

な

じ
様よ

う

に
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
書し

ょ

道ど
う

を
始は

じ

め
る
人ひ

と

は
多お

お

い
。

う
ち
の
教

き
ょ
う

室し
つ

で
７
～
８
人に

ん

は

そ
う
。
文も

字じ

を
工く

夫ふ
う

し
て
書か

く
行こ

う

為い

は
、
デ
ザ
イ
ン
に
も

応お
う

用よ
う

で
き
る
か
ら
、
と
て
も

役や
く

に
立た

つ
」
と
の
効こ

う

用よ
う

を
の
べ

た
。

　

１
０
カ
月げ

つ

前ま
え

に
始は

じ

め
た
ば

か
り
の
マ
リ
ナ
・
ソ
ウ
ザ
さ
ん

の
本ほ

ん

職し
ょ
く

は
薬や

く

剤ざ
い

師し

。「
私わ

た
し

の

場ば

合あ
い

、
仕し

事ご
と

と
は
全ぜ

ん
ぜ
ん然
関か

ん

係け
い

な
い
け
ど
、
書し

ょ

道ど
う

を
や
る
と

精せ
い

神し
ん

が
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
心こ

こ
ろ

が
落お

ち

着つ

く
。
瞑め

い

想そ
う

を
す
る
よ
う
な

気き

持も

ち
で
書し

ょ

道ど
う

を
や
っ
て
い
ま

す
。
薬く

す
り

を
飲の

ま
な
い
セ
ラ
ピ
ー

か
し
ら
」
と
笑わ

ら

っ
た
。

　

書し
ょ

の
道み

ち

に
４
５
年ね

ん

間か
ん

も

精し
ょ
う

進じ
ん

し
て
き
た
石い

し

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
うは
、

「
今こ

年と
し

も
素す

晴ば

ら
し
い
作さ

く

品ひ
ん

が
揃そ

ろ

っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧ら

ん

に

な
っ
て
下く

だ

さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

長ち
ょ
うの
長

ち
ょ
う

男な
ん

が
訪ほ

う

日に
ち

し
た
際さ

い

に

手て

荷に

物も
つ

で
、
１
月が

つ

に
は
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

が
、
５
月が

つ

に
は
会か

い

長ち
ょ
う

本ほ
ん

人に
ん

が
と
い
う
具ぐ

合あ
い

に
分わ

け
て
持も

ち
込こ

ん
だ
と
か
。
メ
ニ
ュ
ー

の
選せ

ん

定て
い

で
候こ

う

補ほ

と
な
る
料

り
ょ
う

理り

を
食た

べ
ま
く
り
、
料

り
ょ
う

理り

が
決き

ま
れ
ば
そ
の
素そ

材ざ
い

や
分ぶ

ん

量り
ょ
うの

選せ
ん

定て
い

に
奔ほ

ん

走そ
う

し
て
料

り
ょ
う

理り

法ほ
う

を

研け
ん

究き
ゅ
う

す
る
な
ど
、
食し

ょ
く

の
ブ
ー

ス
を
初は

じ

め
て
出だ

す
際さ

い

の
大た

い

変へ
ん

さ
、
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

感か
ん

が
行

ぎ
ょ
う

間か
ん

か
ら
伝つ

た

わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
《
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
み
ん
な
が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし

あ
い
な
が
ら
、
大お

お

き
な
失し

っ

敗ぱ
い

も
な
く
、
す
べ
て
上う

手ま

く
い

き
、
最さ

い

高こ
う

の
結け

っ

果か

を
出だ

す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
》
と
総そ

う

括か
つ

。

最さ
い

後ご

の
頁ぺ

ー
じ

に
は
「
２
０
２
０

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
一い

っ

緒し
ょ

に
参さ

ん

加か

し
ま
し
ょ
う
！
」
と
の
呼よ

び
か
け
も
。
来ら

い

年ね
ん

は
７
月が

つ

１
０
、１
１
、１
２
日に

ち

。
も
う

今い
ま

か
ら
楽た

の

し
み
？

　

原は
ら

田だ

氏し

は
設せ

つ

立り
つ

経け
い

緯い

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

し
た
。「
以い

前ぜ
ん

か
ら
親し

た

し
か
っ
た
マ
ル
コ
ス
・

シ
ン
ト
ラ
国こ

く

税ぜ
い

庁ち
ょ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

と

シ
ン
ト
ラ
氏し

解か
い

任に
ん

で
一い

ち

念ね
ん

発ほ
っ

起き

原は
ら

田だ

清き
よ
し

氏し

が
呼よ

び
か
け
研け

ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

設せ
つ

立り
つ

崎ざ
き

名め
い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
伯は

っ

国こ
く

の
政せ

い

治じ

・
経け

い

済ざ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
うは
共と

も

に
厳き

び

し

く
、
こ
の
業

ぎ
ょ
う

界か
い

も
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
て
い
る
。
だ
が
経け

い

営え
い

者し
ゃ

は

こ
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
悲ひ

観か
ん

す
る
の
で

は
な
く
、
解か

い

決け
つ

策さ
く

を
見み

い

出だ

し

て
ほ
し
い
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
会か

い

場
じ
ょ
う

に
語か

た

り
か
け
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
同ど

う

フ
ェ
ア
の
セ
ザ

ー
ル
・
ツ
ク
ダ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

は
、
今こ

年と
し

初は
じ

め
て
世せ

界か
い

的て
き

に

有ゆ
う

名め
い

な
展て

ん

示じ

会か
い

、
コ
ス
モ
プ

ロ
フ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
ボ

押お

し
花ば

な

絵え

、
墨す

み

絵え

、
イ
ラ
ス
ト
等な

ど

も

第だ
い

１
０
回か

い

和わ

紙し

絵え

展て
ん

が
５
日か

か
ら

ロ
ー
ニ
ャ
と
提て

い

携け
い

し
た
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う。「
私わ

た
し
た
ち
は
こ
の
分ぶ

ん

野や

の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
化け

粧し
ょ
う・
美び

容よ
う

品ひ
ん

を
世せ

界か
い

市し

場じ
ょ
うで
確か

く

立り
つ

さ
せ
、
国く

に

の
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

す
る
義ぎ

務む

が
あ
る
」

と
そ
の
目も

く

的て
き

を
語か

た
っ
た
。

　

開か
い

会か
い

式し
き

で
は
、
７
０
年ね

ん

続つ
づ

く
化け

粧し
ょ
う

品ひ
ん

メ
ー
カ
ー
「A

l-
cân

tara H
ig

ien
e &

 
B

eleza

」の
オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド・

ア
ル
カ
ン
タ
ラ
氏し

が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ

れ
、
喜よ

ろ
こ
び
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
流な

が

さ
れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
羽は

藤と
う

ジ
ェ
オ
ル
ジ

市し

議ぎ

、
野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
市し

議ぎ

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
ミ
ス
・
ニ
ッ

ケ
イ
２
０
１
９
に
選え

ら

ば
れ
た

ビ
ア
ン
カ
・
モ
メ
ッ
ソ
・
マ
キ

ウ
チ
さ
ん
な
ど
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
式し

き

典て
ん

後ご

の
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

に
は
、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も

駆か

け
つ
け
た
。

国
くに

の将
しょう

来
らい

を憂
うれ

う法
ほう

律
りつ

家
か

集
あつ

まれ！
（７） ２０１９年第５３３２号 	 ９月	２１日	（土曜日）

南な
ん

米べ
い

一い
ち

の
美び

容よ
う

見み

本ほ
ん

市い
ち

に
18
万ま

ん

人に
ん

！

ビ
ュ
ー
ティ
ー
フ
ェ
ア
15
周し

ゅ
う

年ね
ん

池
いけ

崎
ざき

商
しょう

会
かい

総
そう

会
かい

後
ご

、全
ぜん

員
いん

に記
き

念
ねん

メダルが授
じゅ

与
よ

された（本
ほん

人
にん

提
てい

供
きょう

）

乾
かん

杯
ぱい

の音
おん

頭
ど

を取
と

った池
いけ

崎
ざき

博
ひろ

文
ふみ

名
めい

誉
よ

会
かい

長
ちょう

さ
れ
た
「
第だ

い

５
回か

い

さ
ぁ
～
始は

じ

め
よ
う
」
は
も
ち
ろ
ん
、
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
、
ア
マ
ゾ
ン
移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

へ
の

出し
ゅ
つ

演え
ん

、
日に

っ

系け
い

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

の
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

公こ
う

演え
ん

な
ど
精せ

い

力り
ょ
く

的て
き

に
飛と

び

回ま
わ

り
、
そ
こ
で
募つ

の

っ
た
寄き

付ふ

金き
ん

や
収

し
ゅ
う

益え
き

は
全す

べ

て
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

に
寄き

付ふ

し
て
い
る
。
今こ

ん

週し
ゅ
う

行
お
こ
な

わ
れ
た
「
さ
ぁ
～
始は

じ

め
よ
う
」

の
反は

ん

省せ
い

会か
い

で
は
、早さ

っ

速そ
く

来ら
い

年ね
ん

の

「
第だ

い

６
回か

い

」
に
向む

け
て
の
話は

な

任に
ん

き
わ
ま
り
な
い
。
下か

院い
ん

案あ
ん

は
浅あ

さ

い
考か

ん
が
え
ば
か
り
。
誰だ

れ

も

国く
に

の
将

し
ょ
う

来ら
い

を
心し

ん

配ぱ
い

せ
ず
、
自じ

分ぶ
ん

の
名な

前ま
え

を
歴れ

き

史し

に
残の

こ

す
こ

と
し
か
考か

ん
が
え
て
な
い
よ
う
に

見み

え
る
。
私わ

た
しの
見み

通と
お

し
で
は
、

今こ

年と
し

中じ
ゅ
うに
税ぜ

い

制せ
い

改か
い

革か
く

が
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

さ
ら
に
「
こ
れ
は
金か

ね

儲も
う

け

で
や
る
の
で
は
な
い
。
ブ
ラ

ジ
ル
と
い
う
国く

に

の
将

し
ょ
う

来ら
い

を
憂う

れ

う
法ほ

う

律り
つ

家か

５
０
人に

ん

の
集あ

つ

ま
り

だ
。
た
だ
の
勉べ

ん

強き
ょ
う

会か
い

で
も
な

い
。
ブ
ラ
ジ
ル
を
良よ

く
す
る

た
め
の
意い

見け
ん

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
発は

っ

信し
ん

す
る
た
め
に
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

で
３

分ぶ
ん

野や

に
関か

か

わ
る
専せ

ん

門も
ん

定て
い

期き

刊か
ん

行こ
う

物ぶ
つ

を
刊か

ん

行こ
う

、
討と

う

論ろ
ん

会か
い

、
セ

ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
も
開か

い

催さ
い

し
て
い
く
つ
も
り
」

と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

創そ
う

立り
つ

総そ
う

会か
い

の
あ
と
、
メ
ン

バ
ー
全ぜ

ん

員い
ん

に
記き

念ね
ん

メ
ダ
ル
が

授じ
ゅ

与よ

さ
れ
、
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ

ィ
ー
で
和な

ご

や
か
に
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

を
し
た
。

　

５
月が

つ

１
６
日に

ち

に
来ら

い

伯は
く

し
て

伯は
っ

国こ
く

中じ
ゅ
うを
飛と

び
回ま

わ

り
、
パ
ラ

グ
ア
イ
で
も
歌う

た

声ご
え

を
披ひ

露ろ
う

し

て
い
る
歌か

手し
ゅ

中な
か

平ひ
ら

マ
リ
コ
さ

ん
だ
が
、
１
０
月が

つ

６
日か

に
帰き

国こ
く

す
る
予よ

定て
い

。
１
日た

ち

に
開か

い

催さ
い

ン
ト
し
た
マ
グ
カ
ッ
プ
、
Ｔ
シ

ャ
ツ
、
ブ
ロ
ー
チ
、
ノ
ー
ト
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買か

い
求も

と

め
を
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
誘さ

そ

っ

た
。

さ
ん
の
教

き
ょ
う

室し
つ

、
ス
ザ
ノ
の
山や

ま

本も
と

教き
ょ
う

室し
つ

な
ど
の
作さ

く

品ひ
ん

も
展て

ん

示じ

さ
れ
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
石い

し

川か
わ

さ
ん
に
よ

れ
ば
、
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

の
教

き
ょ
う

室し
つ

で
は
月つ

き

２
回か

い

の
練れ

ん

習し
ゅ
う。
生せ

い

徒と

３
０
人に

ん

ほ
ど
の
う
ち
一い

っ

世せ
い

は
４
０
％
、

二に

～
三さ

ん

世せ
い

が
５
０
％
、
非ひ

日に
っ

系け
い

が
１
０
％
で
、
ど
ん
ど
ん

一い
っ

世せ
い

以い

外が
い

の
割わ

り

合あ
い

が
高た

か

ま
っ
て

い
る
と
い
う
。

　

本ほ
ん

職し
ょ
く

が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ア
ル
ト
ゥ
ー

１
０
０
点て

ん

が
展て

ん

示じ

さ
れ
る
。

午ご
ご後
３
時じ

か
ら
は
書し

ょ

道ど
う

家か

に

よ
り
、
大お

お

き
な
筆ふ

で

で
畳

た
た
み

一い
ち

畳
じ
ょ
う

ほ
ど
の
紙か

み

に
書し

ょ

を
し
た
た
め

る
実じ

つ

演え
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
ブ
ラ
ジ
ル
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

ク

ラ
ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

、
北ほ

く

辰し
ん

ブ
ラ
ジ

ル
、
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

、
小こ

林ば
や
し

月げ
っ

仙せ
ん

さ
ん
の
教

き
ょ
う

室し
つ

、
若わ

か

松ま
つ

如じ
ょ

空く
う

　

ブ
ラ
ジ
ル
書し

ょ

道ど
う

愛あ
い

好こ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

爽そ
う

香こ
う

会か
い

長ち
ょ
う

）
に
よ
る

『
第だ

い

４
０
回か

い

書し
ょ

道ど
う

展て
ん

』
が

２
９
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
午ご

ご後

５
時じ

ま
で
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

貴き

賓ひ
ん

室し
つ

(R
u

a Sao Jo
aq

u
im

, 
3

8
1

)
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

書し
ょ

道ど
う

愛あ
い

好こ
う

家か

の
作さ

く

品ひ
ん

約や
く

「
書し

ょ

道ど
う

は
薬く

す
り
を
飲の

ま
な
い
セ
ラ
ピ
ー
」

第だ
い

４
０
回か

い

書し
ょ

道ど
う

展て
ん

を
２
９
日に

ち

に

ソ
ウ
ザ
さ
ん
、
パ
ド
さ
ん
、

石い
し

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
う
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